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　平成25年10月4日付25文科初第756号「障害のある児童生徒等に対する早期から
の一貫した支援について（通知）」　では、通級による指導を受けることが適当であると認
める児童・生徒の指導に当たっての留意事項として、「通級による指導の特質に鑑み、個々
の児童生徒について、通常の学級での適応性、通級による指導に要する適正な時間等を
十分考慮すること。」とあり、通常の学級、すなわち在籍学級における児童・生徒の状況
を把握した上で、通級による指導の時間等を検討することが述べられています。特別な
教育的支援が必要な児童・生徒に対して、在籍学級と特別支援教室とが常に連携・協力
しながら、指導や支援の充実を図っていくことが重要です。

在籍学級を中心とした支援の充実第１章 支援レベル１～２

　「特別な教育的支援」が必要かどうかは、本人や保護者からの申出の他、中学校の場合
は小学校からの引継ぎや、在籍学級担任や教科担任（以下「在籍学級担任等」という。）
の「少し気になる」という「気付き」等が出発点となります。

　在籍学級担任等が、「特別な教育的支援」が必要な児童・生徒に気付いたら、一人で抱
え込まずに、まず学年会等で話し合い、校内における特別支援教育コーディネーターと
連携し、支援の手立てを工夫してみることが必要です。学年単位での対応が難しい場合
は、特別支援教育コーディネーターや巡回指導教員、巡回相談心理士に相談し、校内委
員会での検討事例として取り上げるよう調整します。そのためには、日頃から、「いつ」、
「どこで」、「どのような時に」、「どのようなつまずきや困難さが生じるか」という視点で、
学習上や生活上のつまずきや困難さの様子を把握しておくことが大切です。

小学校では…
・授業中の頻繁な離席、学習状況に関係のない話を始めるなど、場面にそぐわな
いような目立った行動をする。

・文字の読み書きに課題が生じ、練習を積み重ねても成果が得られない。等
中学校では…
・表面上の友人関係や授業における態度等に問題が生じていなくても、友人との
円滑なコミュニケーションがとれず孤立している。

・中学校での生活や学習に対応できず、学習への意欲が著しく低下している。

学級担任等による「気付き」の例

１
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　在籍学級担任等による気付きを端緒に、校内での組織的な支援体制につなげていくこ
とは、当該児童・生徒が進級・進学等をした場合でも支援体制を継続し、支援の充実を
図ることにつながります。

第
１
章

在
籍
学
級
を
中
心
と
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た
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の
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実

「学習と行動のチェックリスト」を活用した実態把握１

　97～102ページの様式１のチェックリストは、東京都
教育委員会が平成21年度に例示した「学習と行動のチェッ
クリスト」　を基に、文部科学省が実施した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性の
ある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」　の項目を参考に、学習場面
で見られる項目を増やし、学級担任等が授業を行う中で児童・生徒のつまずきや困難さ
に気付くためのチェックリストとして以下の観点で再整理しました。

（1）「学習と行動のチェックリスト」の概要

◆　「読む」や「行動」など 13区分 39項目で整理
◆　支援初期の段階で活用するため質問数を精選
◆　各項目内の配列は、易しいものからステップアップ
◆　学級担任、巡回指導教員等、複数の視点でチェックリストを活用
◆　得意なことや興味・関心について記載

P97～102　様式１
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　本チェックリストの作成者は、児童・生徒の在籍学級担任の他に、特別支援教育コーディ
ネーター、教科担任や特別支援教室の巡回指導教員等が考えられます。その場合、一人
の教員のみで作成するのではなく、児童・生徒に関わりのある複数の教員が作成に関わ
ることにより、児童・生徒の全体像を多面的に把握することが重要です。
　作成に関わる在籍学級担任等は、学校生活において見られる児童・生徒の様子から、
本チェックリストの「１　読む」から「13　社会性（コミュニケーション）」までの13
区分39項目について、「A　できる」、「B　ほぼできる」、「C　あまりできない」、「D　
できない」、「未確認」の中で当てはまる項目にチェックをします（達成度の目安は、A：
80％以上、B:80～50％、C:50～30％、D：30％以下）。チェック結果は、区分ごとに
レーダーチャートに記載されます。この結果から、児童・生徒がどの項目につまずきや
困難さがあるのか、把握することができます。
　「未確認」という項目は、例えば、中学校の場合、教科ごとに担当教員が異なるため、
チェックを行う教員によっては、全ての項目を確認することが難しい場合があることを
想定した項目です。そのような場合、特別支援教育コーディネーターが中心となり、在
籍学級担任等がチェックした情報を取りまとめ、チェックリスト全体を完成させるなど、
関係教員等が連携を図り、生徒の全体像を把握することが重要です。
　作成に当たっては、児童・生徒のうまく取り組めていない面や、在籍学級の中でのつ
まずきや困難な様子ばかりに着目するのではなく、得意な面や興味・関心のある事柄に
も着目し、児童・生徒の全体像を捉えることが重要です。そのため、本チェックリスト
では新たに「得意な点や興味・関心のある事柄」が記載できる欄を設けました。本欄を
活用し、学校生活の様子だけでなく、家庭生活や地域での様子等、関わりのある人たち
から情報を集め、できるだけ多面的に実態を捉えることが必要です。その際、学校が把
握した全体像として、チェックリストを保護者にも確認してもらい、学校や家庭等での
生活場面におけるつまずきや困難さの違い及び関わる人たちの把握している児童・生徒
の全体像を共通理解しておくことが重要です。
　実態把握の段階から、児童・生徒の全体像について保護者と学校とで共通理解してお
くことが、その後の支援の検討や目標の設定及び評価の充実につながります。

（2）「学習と行動のチェックリスト」の作成と活用
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▲留意点▲
　本チェックリストは、児童・生徒のつまずきや困難さを把握する上での代表的な観点
をまとめたリストであるため、質問項目に該当しないからといって課題が存在していな
いことにはなりません。そのため、顕在化していない課題があることに留意しておく必
要があります。児童・生徒の実態に応じて、東京都教育委員会で開発し、各区市町村教
育委員会でも活用している「文字の読み書きチェックリスト」（P103 参照）、「社会性・
行動のチェックリスト」（P104 参照）や「『読めた』『わかった』『できた』読み書きア
セスメント」（P74 参照）等も併せて活用しましょう。
　なお、チェックリストを実施した全ての児童・生徒が、必ずしも特別支援教室の指導
対象とはならないことを、関係する教職員間や保護者との間で共通理解を図っておくこ
とも重要です。

　本チェックリストを活用して把握した児童・生徒の実態は、校内委員会等において情
報共有を図り、その後の方針等を検討します。その際、次のような場合が想定されます。
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▲留意点▲
　同一の児童・生徒であっても、複数名で実態把握を行うと、各結果に相違や偏りが見
られることが考えられます（例えば、学習集団、教科・科目の得意不得意、教員との関
わり等）。異なる場面における状態について、本チェックリストの備考欄等を活用し、
関係する教員間で確認することが重要です。
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２年　・　A　 記入者 ○○　〇〇

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 備　　　考

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

８
微
細
運
動

配られたプリント等を角を合わせて半分に折ることができる。

細かいところまで丁
寧に意識して取り組
むことが難しい。

線に沿って紙をはさみで切ることができる。

箸を使うことができる。

９
注
意

身の回りの整理整頓や物の管理ができる。

人の話に注意を向けて聞くことができる。

最後まで集中してやり遂げることができる。

６
推
論

学年相応に図形を描くことができる。

学年相応に量を比較することや、量を表す単位を理解することができる。

手本や例示を基に考え、必要に応じて修正することができる。

　

姿
勢
・

　

粗
大
運
動

全身を使った運動ができる。（スキップ、ボール運動等）

道具の扱いが苦手だ
が、運動には好んで
取り組む。

つま先立ちや片足立ちができる。

スタートの合図で、全力疾走（30ｍ程度）ができる。

４
書
く

既習の文字を書くことができる。 字形は乱れるが書け
る。最後まで集中し
できず、板書が途中
になってしまうこと
が多い。

字の形や、大きさを整えて書くことができる。

決められた時間内で板書を写すことができる。

５
計
算
す
る

学年相応に簡単な計算ができる。

学年相応に簡単な暗算ができる。

５、１０とまとめて数えることができる。

２
話
す

単語の羅列ではなく、文として話をすることができる。

トラブルが起きると
状況の説明がうまく
できない。

自分の意思を教師に伝えることができる。

教師に内容をわかりやすく伝えることができる。

３
読
む

既習の文字を読むことができる。

文末を読み違えるこ
とがある。

学年で使用する教科書の一文を流ちょうに読むことができる。

説明文の内容を読み取ることができる。

自分のことに夢中に
なり、一斉指示を聞
き逃してしまう。

一斉の指示を聞いて行動できる。

聞きまちがいなく、話の内容を覚えることができる。

学年・児童名 在籍学級担任

学習と行動のチェックリスト（小学校１、２学年用）

※評価：できる→A　　ほぼできる→B　　あまりできない→C　　できない→D　　未確認→未

【達成度の目安】　A：80％以上　　B：80～50％　　C：50～30％　　D：30％以下

評　　価

区　分 項　　　　目

１
聞
く

個別に出された口頭の指示を聞いて行動できる。
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備考欄には、児童

の特徴的な様子

などを記入する。

「学年相応に

…できる。」で

は、既習内容

がどの程度で

きているかを

確認する。
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①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

δᇜのࢽ意なໜやᐻԛ・᧙࣎のあるʙ௡

・ŹŹに᧙࣎があり、ԗりのδᇜからžŹŹҦٟſと認識されている。
・ž先ဃの手伝いſをࣛくࡽきӖける。
・ዋ本や図ᦷ、間違い੕しの本をǑくᙸている。
・算数の計算բ᫆はࢽ意で、目೅にžʋʋを覚えたいſと書いた。

⒓
ᅈ
˟
ࣱ

ᶝ

集
ׇ
行
動
ᶞ

きまりをܣった行動ができる。 きまりをܣることは
分かっている。੉ಅ
中や全校ஔ˟で、ᘔ
動ႎに動いてしま
い、集ׇからٳれて
しまう。
Ӑ達のことは好きだ
が、˞み時間は、ᘔ
動ႎなᚕ動にǑり、
トラブルになること
が多い。

みんなと一ደの行動（集ׇ行動）がとれる。

。৑をわきまえた行動がとれるئ

⒔
ᅈ
˟
ࣱ

ᶝ

ǳ

ȟ

ᶇ

ȋ

Ǳ

ᶌ

Ƿ
ᶈ

ン

ᶞ

Ӑ達と一ደにトラブルなくᢂƿことができる。

人にݣしてᚃしみをǋったႆᚕや行動をすることができる。

相手に合わせたᚕᓶƮかいができる。

⒑
行
動

ბࠗし、むやみに手足を動かさず、੉ಅをӖけることができる。 ბࠗしているが、ࠝ
に手や足が動いてい
る。思い˄くとすƙ
に٣に出してしま
う。

ƦわƦわせずᓳちბいて行動することができる。

話の途中にлりᡂまず、最後まで人の話を聞くことができる。

⒒
ज़
ऴ
の
ǳ
ン

　
ト
ȭ
ᶌ

ル

ʖܭに٭୼がဃじてǋ᪯応した行動ができる。

˴かにؓ׍しないで行動することができる。

ȑȋックを起こさずज़ऴをǳントȭールすることができる。

䠍⪺䛟

２ヰ䛩

䠏ㄞ䜐

䠐᭩䛟

䠑ィ⟬䛩䜛

䠒᥎ㄽ

䠓ጼໃ・⢒኱㐠ື䠔ᚤ⣽㐠ື

䠕ὀព

䠍䠌⾜ື

䠍䠍ឤ᝟䛾䝁䞁䝖䝻䞊䝹

䠍２♫఍ᛶ䠄㞟ᅋ⾜ື䠅

䠍䠏♫఍ᛶ䠄䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠅

φ˳的なئ

᩿Ǎ様子を

記᠍するƱ、

ૅੲにƭな

ƛǍすい。

࢘ᛆ児童のॖࢽなໜǍ、ᐻԛȷ᧙࣎のƋるʙ௡

など、特ᇿすǂきƜƱǍ、࢘ᛆ児童のૅੲにƭ

ながるƱ࣬ǘǕるʙ᪮ሁを記᠍する。

【学習と行動のチェックリスト】　小学校１・２学年用／小学校３・４・５・６学年用／中学生用
　　：巻末の【様式１】97ページから 102ページまでを参照
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･授業に集中できない様子が見

受けられる。

･先生の手伝いは進んで行って

いる。

･見本が示してある下駄箱の靴

は揃えてしまって

ある。
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在籍学級における指導目標の設定に関する考え方2
　「学習と行動のチェックリスト」等で実態把握を行ったことにより、学習面や生活面に
おける課題が複数明らかになることが考えられます。それらの課題について、指導目標
を設定する場合、明らかになった課題のみに焦点を当てるのではなく、課題の背景となっ
ている要因を検討する必要があります。
　指導目標の設定に当たっては、認知面や行動面に留意しながら、障害から生じる困難
さによる「つまずき」を把握し、「つまずき」の軽減に焦点を当てた目標の設定や、「学
習の仕方」を身に付けるための指導目標を設定するなど、優先する指導内容を絞り込ん
でいく必要があります。その際、長期的な観点（概ね１年間程度）で、児童・生徒が達
成可能な指導目標を設定するとともに、短期的な観点（学期毎の指導期間を想定）で、
指導内容を段階的に取り上げ、具体的な個別指導計画を作成します。

㸺ᣦᑟ┠ᶆの⪃え᪉㸼

障害から生じる

「困難さ」 による

「つまずき」

例 : ノートの書き写

し方を学習

例 : 漢字を部位に

分けて学習

例 : 情報入力や統

合の改善を図る

例 : 視写をしやすく
するために拡大文
字を使い、 細部を
見定める

困難を改善し
たり、 軽減し
たりするため
に必要な指導

目標

短期間での
達成が困難な
指導目標設定

「つまずき」 の軽減に

焦点を当てた指導目標

「障害」 の改善 ・ 克服に

焦点を当てた指導目標

「学習の仕方」 を身に

付けるための指導目標

「困難さ」 に焦点を

当てた指導目標

　右図のように、児童・生徒の課題を
海面に浮かぶ氷山に例えると、水面よ
り上の部分が見える課題＝障害から生
じる困難さの一端です。表面的にみら
れる困難さは一部分であり、水面下の
部分には様々な要因があることに留意
する必要があります。
　指導目標の設定に際しては、水面
下の「背景にある要因」を意識しつ
つ、困難さが軽減されるように考えま
しょう。
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在籍学級での評価３
　指導目標に対する児童・生徒の評価は、できるだけ具体的な内容（79ページ「スモー
ルステップの例」参照）を明確にし、客観的な評価を行う必要があります。「かなりでき
る」「だいたいできる」等のあいまいな表現は避け、達成が観察できる具体的な頻度や回
数等の表現を検討して記録していく必要があります。　　
　なお、評価にあたっては、当該の児童・生徒への支援が適切であったかどうかという
視点を含めて評価を行う必要があります。

トピックス
　東京都教育委員会が作成した指導資料の活用により、具体的な
支援や指導の内容を検討することができます。

「『読めた』『わかった』『できた』読み書きアセスメント」
小学校版　平成29年３月／中学校版　平成30年３月

　本指導資料は、「通常の学級における支援」と「通級による指
導における支援」の二部構成で、小学校版と中学校版に分かれて
おり、児童・生徒の発達や障害の状況に応じて活用することがで
きます。添付のDVDソフトには、「学校における行動」及び「読
み書き」に関する実態把握のためのチェックリストや様々なワー
クシートとともに、指導・支援の例が示されています。例えば、
「漢字を書くことにつまずきのある児童」への指導例では、漢字
の外形的イメージをもてるように、部位ごとに分解する学習方法
なども紹介しています。

小学校版

中学校版
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特別支援教室の利用と在籍学級との連携第２章 支援レベル３
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特別支援教室の利用による指導の検討１
　在籍学級において、適切な支援を行っても、なお課題が継続する場合、巡回指導教員
やスクールカウンセラー、巡回相談心理士に協力を要請し、再度複数の視点で実態把握
を行い、支援方法について検討する必要があります。また、保護者と面談を行い、学習上・
生活上の困難な状況の共有や、医療機関等との連携、発達検査の実施などについての合
意形成を図ります。
　支援レベル２から３の検討に当たっては、東京都教育委員会で作成した「読み書き
チェックリスト」、「社会性･行動のチェックリスト」や「『読めた』『わかった』『できた』
読み書きアセスメント」等を活用し、障害の特性を考慮しながら、重点的に指導すべき
項目を明確にします。

「読み書きチェックリスト」、「社会性・行動のチェックリスト」の活用２

　児童・生徒の障害の特性に応じて、「読み書きチェックリスト」や「社会性･行動のチェッ
クリスト」を作成し、校内委員会の検討資料とし、支援レベル２（学習支援員の活用等）
や支援レベル３（特別支援教室）の支援が必要かどうか検討します。
　各種チェックリストは、児童･生徒一人一人の様子を観察して作成します。作成にお
いては、当該児童・生徒に対して、在籍学級担任、教科担任、特別支援教育コーディネー
ターや巡回指導教員等、複数の視点で行い、関係する教員間で協議・調整の上、校内検
討委員会の資料とします。チェックリストの作成･集計により、指導上の課題の傾向を
把握することができます。（79、80ページでは、「社会性・行動のチェックリスト」を活
用した指導目標設定の例を示しています。）

P103～104　様式２
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指導目標・内容の設定について３
　小学校学習指導要領（平成29年３月告示）では、特別な配慮を必要とする児童への指
導として、次のように示しています（中学校学習指導要領においても同様）。

　特別支援教室において、上記の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領に示された「自
立活動」の内容を参考とした指導を行うに当たり、具体的な指導を計画する際は、次の
手順で作成します。

小学校学習指導要領第１章第４の２（１）
ウ　障害のある児童に対して、通級による指導を行い、特別の教育課程を編成する場合に
は、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動の内容を参考とし、
具体的な目標や内容を定め、指導を行うものとする。その際、効果的な指導が行われる
よう、各教科等と通級による指導との関連を図るなど、教師間の連携に努めるものとする。

①　実態：漢字や図形の問題が苦手で、落ち着きがない。
↓　※自立活動の6区分27項目の内容を参考に、要因や背景となる課題を分析

②　指導すべき課題の抽出：注意の集中・持続性、視覚による記憶など
自立活動の区分「４　環境の把握」から
（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること

↓
③　指導目標：視覚から入った情報を思考の中で立体に置き換えていく力を高める。
↓

④　具体的な指導内容：
例）ホワイトボードに示された立体図を見て、机上の立体ブロックを組み立てる。

実態把握から具体的な指導目標の設定の例

①　「実態把握」
↓

②　「指導すべき課題の抽出」
↓

③　「指導目標の設定」
↓

④　「具体的な指導内容の設定」
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　特別支援学校教育要領・学習指導要領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平
成30年３月）では、児童・生徒の実態把握から、自立活動の具体的な指導内容を設定す
るまでの例として、13事例が示されています（P32～39、P128～P171）。
　対象となる児童・生徒の学校生活における課題は様々ですが、上記の事例等も参考と
し、認知面や行動面に留意しながら、重点的な課題や優先する指導内容を絞り込んでい
くことが重要です。
　その際、指導終了時点の児童・生徒が、在籍学級で学習する様子をイメージし、長期
的な観点（概ね１年間程度）と短期的な観点（学期毎の指導期間を想定）で、「原則の指
導期間」に児童・生徒がある程度、達成の可能性がある指導目標を設定します。

　障害の状態は児童・生徒一人一人異なります。そのため、実態把握に基づいて設定す
る指導目標や具体的な指導内容、指導方法も、必然的に一人一人異なります。

　中心的な課題に対して、児童・生徒がどのような姿になるのかを期待し、具体的なイメー
ジをもって長期目標を設定します。在籍学級と、特別支援教室が共通理解を図りながら

原則の指導期間に・・・

「○○ができたら」　

「○○が改善されたら」
学習や生活に主体的、意欲的に

取り組みやすくなる。

中心的な課題

　中心的な課題に対して、児童・生徒がどのような姿になるのかを期待し、具体的なイメー

①　「実態把握」
・日々の観察や記録とともに、「読み書きチェックリスト」や「社会性・行動のチェッ
クリスト」等を活用する。

③－１　「指導目標の設定」（長期目標の設定）
・指導終了時点の「在籍学級における様子」をイメージする。
・学校生活支援シートに示された本人や保護者の思いを踏まえる。

②　「指導すべき課題の抽出」⇒中心的な課題
・優先順位を考えて課題をリストアップする。
必要性・緊急性・達成の可能性・成果への期待　等

・つまずきに対する指導のみを考えるのではなく、つまずきの原因を分析する。

第
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指導するためにも、一年間で取り組む指導目標は、一つか二つに絞りましょう。ただし、
実態把握から明らかになった複数の目標の中の一部分であることも共有しておく必要が
あります。

　長期目標を達成するためには、一人一人の児童・生徒の状況に応じて、必要な指導内
容を段階的、系統的に取り扱います。また、段階的に短期の指導目標が達成され、それ
がやがて長期の指導目標の達成につながるという見通しをもって指導を計画することが
重要です。

　具体的な指導目標を設定するための３つの要素

　上記「指導目標設定
のポイント」にある、
指導場面や支援の手
段、表出等について、
段階的に設定した短期
の指導目標を達成する
ことによって、長期の
指導目標が達成されて
いくイメージです。

＜指導目標のスモールステップのイメージ＞

③－２　「指導目標の設定」（短期目標の設定）
・スモールステップを意識して、段階的に高めていく。
・評価が可能な記述をする。（条件や基準値等を設定する⇒具体的な評価）

①　指導場面を限定して記述する。 【場面 ・対象】

②　数値や量などで表すか、 具体的な内容を記述する。 【量 ・ 手段】

③　具体的に想定される動作や表出を記述する。 【動作 ・表出】
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※１学期間（３か月）を「１セッション」と考え、３か月×３セッションの指導目標
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長期の指導目標の例 : 教員に対して適切な言葉で意思を伝えることができる。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �ฆڮ�ਸ਼ٹ ્શ੍ରઇ஼भਹ৷ध૔ආ৾௻धभ৴௚ٹ�� �

���
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
્શ੍ରઇ஼भ੐଑৯ఏभਝ৒पमؚ૔ආ৾௻૿ભभঢ়ଖऋਂ૭ಳदघَ؛ ਉಋभ੐଑

਋৑ُभ਋৑৔प୸ਛऋৄ੢ऽोॊ৯ఏदँॊऊनअऊਫ਼ୈघॊ૑ਏऋँॉऽघ؛�
�
�
�

�
৾ಆએभणऽङऌभ૾ଙऊैؚणऽङऌपৌघॊ੐଑भा॑અइॊभदमऩऎؚणऽ

ङऌभਉ౤॑ेऎীෲखथؚ঳য঳যभ્ਙपૢगञ੍ରभুटथ॑અइथःऌऽघ؛�
�
�

�
�
ऒऒदमَؚ ঺ভਙ؞ষ৿भॳख़ॵॡজ५ॺُ॑ણ৷खؚ੐଑৯ఏ॑ਝ৒खञ୻॑ງஂ

खऽघ؛�
�� ঌش४भॳख़ॵॡজ५ॺभ੥ટऊैؚਊჾుญभൊ਱धखथَؚ ૎ੲ॑॥থॺটش

ঝखؚঽীभਔৄ॑ిજप஽सथਵख়ः॑घॊऒधप൑୔ऋँॊُ؛ ऒधऋীऊॉऽघ
�؛ك૞ස॑ڮپؚڭپق
ऒभेअऩൊ਱॑౷ऽइؚঽয়ણ৿भ੐଑৯ఏ؞৔ઍ॑ਫ਼ୈखऽघ؛�
�
�

Ṟ ᝋᴾݣὉ᩿ئ ṟᴾ᣽Ὁ৖െᴾ Ṡᴾѣ˺ὉᘙЈᴾ

ṡ ᴾ Ẑφ˳ႎễਦݰϋܾỉᚨܭẑᴾ

ᩍဨ䛸୍ᑐ୍䛷䛾㻌

ᣦᑟሙ㠃䛷ᩍဨ䛻㻌

ᑠ㞟ᅋᣦᑟ䛾㻌

ሙ㠃䛷ᩍဨ䛻㻌

㻌

ᅾ⡠Ꮫ⣭䛷ᩍဨ䛻㻌

⮬ศ䛾Ẽᣢ䛱䜢⾲⌧䛩䜛䚹㻌

┦ᡭ䛻ᛂ䛨䛶⾲⌧䛩䜛䚹㻌

ゝⴥ䜹䞊䝗䛛䜙䛾㑅ᢥ䛷㻌

ᩥᆺ䜢౑䛳䛶ゝⴥ䛷㻌

ゝⴥ䜢⪃䛘䛶㻌

Ⓩሙே≀䛾Ẽᣢ䛱䜢⾲⌧䛩䜛䚹㻌

▷ᮇ䛾ᣦᑟ

┠ᶆ䛾౛㻌

଻શ੐଑भৃએद඲৚੐଑ઇ৩पؚ੉୴ढ़شॻऊै৭උखؚॖছ५ॺ

द๜ऊोञఃৃয੟भਞ੅ठ॑਀ਠघॊऒधऋदऌॊ؛�

㛗ᮇ䛾ᣦᑟ┠ᶆ䛾౛䠖ᩍဨ䛻ᑐ䛧䛶㐺ษ䛺ゝⴥ䛷ពᛮ䜢ఏ䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹㻌

�

　特別支援教室の指導目標の設定には、在籍学級担任の関与が不可欠です。「原則の指導
期間」の期間内に達成が見込まれる目標であるかどうか検討する必要があります。

　学習面のつまずきの状態から、つまずきに対する指導のみを考えるのではなく、つま
ずきの原因をよく分析して、一人一人の特性に応じた支援の手だてを考えていきます。

④　「具体的な指導内容の設定」

　ここでは、「社会性・行動のチェックリスト」を活用し、指導目標を設定した例を紹介
します。
　81ページのチェックリストの結果から、当該児童の傾向として、「感情をコントロー
ルし、自分の意見を適切に述べて話し合いをすることに困難がある。」ことが分かります
（※１、※２を参照）。
　このような傾向を踏まえ、自立活動の指導目標・内容を検討します。
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　例えば、自立活動の指導内容として話し合い活動を取り入れ、児童が自分の意見を適
切な方法で相手に伝えるとともに、相手の考えや気持ちを受け止めることができるよう
になることを目指して指導計画を作成します。
　また、「指導者と１対１の場面」に比べて、「集団の中での行動」の評価が低かったり、
ばらつきが見られたりする様な傾向があれば、集団の中での社会性やコミュニケーショ
ン能力を高めていくことについて指導目標を設定し、指導内容を検討することが考えら
れます。
　その他、人と接するうえでのマナーや、相手の意見を聞き、共感したり、自分の考え
や気持ちとの折り合いをつけたりすることを目標に、自立活動の時間の指導計画を作成
していくことが考えられます。
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対象児童 記入者 記入日 令和２年５月○日

学校名 学年・学級
チ

ェ
ッ
ク

観察内容
○できない
○課題がある

○できることもある
○少しできる
○ほとんど課題

○時々できる
○まあまあできる
○時々課題になる

○だいたいできる
○普通にできる
○たまに課題にな
る

○いつでもできる
○よくできる
○全く課題がない

前回の
結果

特記事項

指示に従う態度 4 指示に従って行動する等 ○

注目 4 指示した場所・ものに注目する等 ○

模倣 2 簡単な動作の模倣、手遊び等 ○

会話の成立 3 会話が成り立つ、質問等の適切に答える等 ○

言葉以外のやり取り 3 アイコンタクト・表情や態度の意思疎通 ○

相手の意図の読み取り 3 表情の理解や指さし指示だけで着席する等 ○

気持ちの理解 2 相手の気持ちが理解できる等 ○

相手との距離 2 物や人との適切な距離の把握等 ○

順番の理解 4 相手と順番を守ってやり取りできる等 ○

ルールの理解 3 ルールを守ってやりとりできる等 ○

順序立てた行動 4 スケジュールにそって一人で活動する等 ○

切り替え 2 感情の切り替えができる等 ○

感情の抑制 2 自分の感情をコントロールできる等 ○

こだわり 3 こだわりが出てしまう等 ○

指示に従う態度（集団） 3 指示に従って行動する等 ○

注目（集団） 2 指導者の指示に注目する等 ○

模倣（集団） 2 簡単な動作の模倣、手遊び等 ○

会話の調整（集団） 1
声のトーンや言葉の抑揚、間のとり方、声の
大きさ等 ○

言葉づかい（集団） 1 正しい語句、丁寧な言葉、慣用句で話す等 ○

集団行動の状況 3
列に並んだり、みんなが何をやろうとしている
ことも見て活動できる等 ○

順番の理解（集団） 3
集団のルールが分かり、守りながら活動でき
る等 ○

ルールの理解（集団） 2
集団のルールが分かり、守りながら活動でき
る等 ○

順序立てた行動 2
集団の流れの中でスケジュール等にそって活
動する等 ○

話し合い・相談（受容） 2
話し合い・相談の場面で、人の意見を受け入
れることができる等の受容 ○

話し合い･相談（表出） 2
話し合い・相談の場面で、自分の意見を適切
に表出できる（表出） ○

切り替え 2 気持ちの切り替えができる等 ○

感情の抑制 2 自分の感情をコントロールできる等 ○

こだわり 2 こだわりが出てしまう等 ○

○○　○○社会性・行動のチェックリスト

観察項目等

指
導
者
と
一
対
一
の
場
面

集
団
の
中
で
の
行
動

対
人
関
係

順
番
や
ル
ー

ル
の

理
解

情
緒
の
コ
ン
ト

ロ
ー

ル

情
緒
の
コ
ン
ト

ロ
ー

ル

A

○○学校 ○年○組

順
番
や
ル
ー

ル
の
理
解

対
人
関
係

0

1

2

3

4

5
指示に従う態度

注目

模倣

会話の成立

言葉以外のやり取り

相手の意図の読み取り

気持ちの理解

相手との距離

順番の理解

ルールの理解

順序立てた行動

切り替え

感情の抑制

こだわり
指示に従う態度（集団）

注目（集団）

模倣（集団）

会話の調整（集団）

言葉づかい（集団）

集団行動の状況

順番の理解（集団）

ルールの理解（集団）

順序立てた行動

話し合い・相談（受容）

話し合い･相談（表出）

切り替え

感情の抑制

こだわり

様式２－２

※1

※2

※2 ※1
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在籍学級と特別支援教室による指導の連携４
　特別支援教室における特別な指導は、児童・生徒の困難さを改善することによって在
籍学級で学校生活を送れるようになることが目的です。
　この目的を、児童・生徒に関わる全ての人が共有して指導に当たることが重要です。
また、特別支援教室では、対象となる児童・生徒が在籍する全ての学校に、巡回指導教
員が巡回することのメリットを最大限に生かし、在籍学級担任と巡回指導教員が連携・
協力していく必要があります。

　特別支援教室の指導目標の設定に当たっては、以下のような観点に留意する必要があ
ります。

　上記のような場合は、特別支援教室の指導と在籍学級の指導との関連や連携が不十分
であり、結果的に、指導の効果が得られにくい状況であると考えられます。
　在籍学級と特別支援教室、双方の指導を確実に行い、相互に関連を深めるためには、
在籍学級ですでに作成されている「学校生活支援シート（個別の教育支援計画）」と個別
指導計画に基づき、特別支援教室での指導計画を作成する必要があります。
　小学校学習指導要領（平成29年３月告示）では（中学校学習指導要領においても同様
の記述）、「通常の学級に在籍する、障害のある児童などの指導に当たっては、個別の教
育支援計画及び個別指導計画を作成し、活用に努めること」と示しています。また、「特
別支援学級に在籍する児童や通級による指導を受ける児童は、個別の教育支援計画及び
個別指導計画を全員について作成・活用すること」としています。

◆　在籍学級担任の関与が不十分な場合
例）在籍学級担任と巡回指導教員との間で、児童・生徒の実態や課題、

指導目標について共通理解が図られていない。
◆　一部特別な指導として行う特別支援教室の指導では指導目標の達成が困

難な場合
例）課題に対して、指導目標の設定が高すぎる。

◆　チェックリスト等から把握した児童・生徒の課題が十分に反映されてい
ない場合
例）課題と目標が対応していない。
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　特別支援教室を利用している児童・生徒については、在籍学級及び特別支援教室にお
いて、各区市町村教育委員会または各学校で設定された様式により、学校生活支援シー
ト（個別の教育支援計画）及び個別指導計画が作成されています。巡回指導教員が在籍
学級担任と互いに連携を図り、当該児童・生徒の指導に当たるため、それぞれの指導から、
主たる指導目標や指導内容を取り上げ、連携型個別指導計画を作成・活用していくこと
が効果的です。
　連携型個別指導計画の様式は「小・中学校の特別支援教育の推進のために（平成26年
3月　東京都教育委員会）」において例示していますが、在籍学級及び特別支援教室でそ
れぞれ作成している個別指導計画の様式が「連携を進める工夫」のもとに作成されてい
るなど、既存の様式で十分にその目的を達成している場合には、新たに様式の作成を求
めるものではありません。
　連携型個別指導計画を活用し、在籍学級担任は巡回指導教員と情報を共有し、当該児童・
生徒への指導の総合的な所見を記載し、次の指導に引き継いでいくことが大切です。
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連携型個別指導計画（ 学期）
学校・氏名 △△区立○○小学校  ２年   Ａ    

在籍学級担任 ○○ ○○ 通級による指導担当 □□ □□ 

記載者 ○○、□□ 作成日 令和３年３月○日 

◎主な指導目標（長期目標）

●在籍学級での目標 

〇衝動的な言動をコントロールしながら、学習のルールを守って集団での学習に参加できる。 

●特別支援教室での目標 

〇衝動的な言動をコントロールしながら、学習のルールを守って小集団活動に参加できる。 

◎主な指導目標に関する短期目標と手だて、及び評価

●在籍学級 

指導期間：令和３年１月～令和３年３月 評価日：令和３年３月○日 

短
期
目
標 

①授業中、教員からのアイコンタク

トや合図で、言動をコントロールし、

落ち着いて学習に取り組む。 

②話し合いの場面では、友達の話を

最後まで聞き、自分の思いを伝える。 

評
価 

・合図により、本人と意思の疎通ができ、

行動に大きく現れる前に、コントロール

していた。教員から評価の丸シールを貼

付し示していたが、示す頻度を減らして

も落ち着いて取り組む姿から、学習のル

ールが定着してきたと考えられる。 

・友達とうまくいかなかった場合には、

静かな場所で本人の話を聞くと、その後

で、気持ちを落ち着けて最後まで友達の

話を聞くことができるようになってき

た。友達と友好的に伝え合い、解決でき

ることが増えた。 

手
だ
て 

・あらかじめ合図を決めておく。落ち

着いて参加できたことが実感できる

ように、視覚的に示し、評価する。 

・相手の話を最後まで聞けたことを

評価する。落ち着いて話せる環境を

つくる。 

 

●特別支援教室 

指導期間：令和３年１月～令和３年３月 評価日：令和３年３月○日 

短
期
目
標 

①学習中は、掲示した学習のルール

を意識して、衝動的な言動をコント

ロールできる。 

②小集団活動において、周りの話を

聞き、落ち着いて考えを伝える。 

評
価 

・事前に目標を決め、言動に対する即時

評価を続けたことで、活動中、本人がル

ールを意識している様子が見られた。 

・在籍学級担任と連携し、生活場面に生

かせるようにした。本人が困る場面や協

力して解決する場面を想定したロールプ

レイングで、子供同士で考えを伝え合っ

て解決できたことを担任に伝えたとこ

ろ、学級での行動変容にもつながった。

成功体験を本教室にて報告することがあ

り、自己肯定感の高まりが感じられた。           

手
だ
て 

・意識する学習のルールを決める時

間と振り返る時間を設定する。活動

中は合図で即時評価する。 

・在籍学級や生活場面を想定し、考

えや思いを伝える学習活動を計画

する。成功体験を増やす。 

 

総合的な所見 

〇事前に約束事を確認したり、視覚的な手だてを講じたりしたことにより、A さん自身

が意識して言動をコントロールできるようになった。特別支援教室、在籍学級ともに、

学習のルールを守ることができる場面が増え、集団活動における成功体験を積み重ねる

ことができた。友達とも良好に関わり合って生活できるようになってきた。 

〇今後は特別支援教室の利用を終了し、在籍学級での支援を継続していく。 

連携஑଻別指導ੑ઺
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連携型個別指導計画（２学期）
学校・氏名 △△立○○中学校  ２年   Ｂ    

在籍学級担任 ○○ ○○ 通級による指導担当 □□ □□ 

記載者 ○○、□□ 作成日 令和２年12月○日 

◎主な指導目標（長期目標）

●在席学級での目標 

〇読み書きの困難さを軽減する方法を用いて、学習に前向きに参加することができる。 

●特別支援教室での目標 

〇認知の特性を自覚し、苦手なことを補う方法を知り、成功体験を積み重ねながら、自己

肯定感を高める。 

◎主な指導目標に関する短期目標と手だて、及び評価

●在籍学級 

指導期間：令和２年９月～令和２年 12 月 評価日：令和２年 12 月○日 

短
期
目
標 

①英語の学習を中心に、授業時間内に

板書を視写できる。 

②英単語の小テスト時に、無回答にな

らないようにする。 

評
価 

・授業時間内に、視写できる量が増え

た。英単語を読み上げる支援は有効で

あった。英単語の小テストでは、少しず

つ空欄部分が減り、伴って正答数が増

えてきた。学習態度にも変化があり、友

達同士で問題を解き合っていた。 

・ノート記入の際、同じ班の友達に分か

らない字を自分から聞いていた。役割

分担では、得手不得手を伝えるように

しているとともに、周りの友達が率先

して配慮している場面もあった。 

手
だ
て 

・書く量を調整する。板書しながら、

内容を読み上げる。 

・個別及び全体に言葉掛けをする。 

・書くことに前向きに取組めるよう、

特別支援教室巡回指導教員と連携し、

様々な手段から有効な手段を見付け、

実践につなげる。 

 

●特別支援教室 

指導期間：令和２年９月～令和２年 12 月 評価日：令和２年 12 月○日 

短
期
目
標 

①書くことを中心とした学習上の困難

を、改善するための自分に合った方法

を知る。 

②成功体験を自信にして、学習に前向

きに取組める。 

評
価 

・アセスメントにより、見て覚えられる

量が限られており、聴覚的な支援を活

用しながら、覚えることが有効である

ことが分かった。不注意による誤字表

記も多々ある。 

・漢字を分解して、単純な漢字や言語的

な手がかりで覚えたり、英単語のつづ

りのルールを理解して、覚えたりする

ことが有効であった。教員間で情報共

有し、連携できたことで、安心して学習

に取り組めるようになってきた。 

・小テストの結果に影響している要因

を自己分析し、よい結果が続くことで、

自信につながっている。 

手
だ
て 

・学習上の困難さの要因を見立てるた

めのアセスメントを実施する。 

・通室時に学んだ方法を、授業中に実

践した後に振り返る。本人と一緒に分

析して、有効な方法を在籍学級で生か

せるように、教科担任と情報共有・連

携する。 

・プリント教材等により、視覚的な達

成感が得られるようにする。 

 

総合的な所見 

 

 

連携஑଻別指導ੑ઺
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特別支援教室の退室に向けた考え方第３章

　特別支援教室を退室するかどうか検討するにあたっては、第２章の３で設定した指導
目標が達成され、在籍学級の指導・支援の範囲内で対応可能であるかという視点から、
指導の成果や手立ての有効性について検証する必要があります。
　具体的には、授業記録や日常の観察等を基に、特別支援教室、在籍学級それぞれで設
定された短期・長期の指導目標ごとに達成状況を評価し、在籍校の校内委員会において
検証を行います。
　検証した結果、特別支援教室での指導の成果により、特別支援教室の指導の終了が見
込まれる場合には、巡回指導教員と在籍学級担任等との連携により、特別支援教室での
指導の時間数を段階的に減らし、指導を終了することになります。
　89ページの「退室に向けた確認項目（例）」では、チェックリスト等を活用した実態
把握から、指導目標に対する達成状況の把握、そして退室又は指導を継続する場合を想
定した確認事項についてまとめました。
　指導の開始から終了まで、各場面に応じて、複数の立場から児童・生徒の状況を把握し、
校内委員会等を活用して客観的に指導を評価することが重要です。

チェックリスト等を活用した指導の評価

「退室に向けた確認項目（例）」の活用等による評価

退室及び指導延長の検討のための校内委員会

指導目標が達成

退室

区市町村教育委員会への退室に係る報告等

指導目標が未達成

指導延長に係る判定委員会

指導延長

児童・生徒や保護者との合意形成
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児童・生徒の実態把握（指導開始時と指導実施後）１
　指導開始時と指導実施後においてチェックリスト等を活用して実態把握を行い、レー
ダーチャートの変化を確認するなど、それぞれの結果を比較・検討することで、指導に
よる児童・生徒の変容や成長を総合的に把握します。明らかになった結果は、校内委員
会の検討材料として活用します。
　
　以下に、例として「学習と行動のチェックリスト」と「社会性・行動のチェックリスト」
について、指導開始時と指導実施後の観察結果をレーダーチャートで比較して示してい
ます。このことにより、児童・生徒の変化を視覚的に捉えることができます。その際、
一部分の変化にとらわれることなく、全体的な変化を把握し、児童・生徒の変容や成長
について、連携型個別指導計画等を活用して巡回指導教員と在籍学級担任等が双方向で
情報共有する必要があります。
　加えて、中心的な課題として取り上げた事項の変化の有無によってのみ、児童・生徒
の状況や指導の成果を見るのではなく、児童・生徒の状況や指導の成果を総合的に把握
し、今後必要な支援の内容や支援レベルを検討する際の参考とします。

　本チェックリストは、
指導前のシートと指導後
のシートに分かれてお
り、それぞれチェックを
すると、右図のようにレー
ダーチャートで変化を視
覚的に確認することがで
きます。

【事例１】小２　Ａ
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対象児童 記入者 記入日 令和３年３月○日

学校名 学年・学級
チ

ェ
ッ
ク

観察内容
○できない
○課題がある

○できることもある
○少しできる
○ほとんど課題

○時々できる
○まあまあできる
○時々課題になる

○だいたいできる
○普通にできる
○たまに課題にな
る

○いつでもできる
○よくできる
○全く課題がない

前回の
結果

特記事項

指示に従う態度 4 指示に従って行動する等 ○ 4

注目 4 指示した場所・ものに注目する等 ○ 4

模倣 2 簡単な動作の模倣、手遊び等 ○ 2

会話の成立 3 会話が成り立つ、質問等の適切に答える等 ○ 3

言葉以外のやり取り 4 アイコンタクト・表情や態度の意思疎通 ○ 3

相手の意図の読み取り 3 表情の理解や指さし指示だけで着席する等 ○ 3

気持ちの理解 3 相手の気持ちが理解できる等 ○ 2

相手との距離 3 物や人との適切な距離の把握等 ○ 2

順番の理解 4 相手と順番を守ってやり取りできる等 ○ 4

ルールの理解 3 ルールを守ってやりとりできる等 ○ 3

順序立てた行動 4 スケジュールにそって一人で活動する等 ○ 4

切り替え 3 感情の切り替えができる等 ○ 2

感情の抑制 3 自分の感情をコントロールできる等 ○ 2

こだわり 3 こだわりが出てしまう等 ○ 3

指示に従う態度（集団） 3 指示に従って行動する等 ○ 3

注目（集団） 2 指導者の指示に注目する等 ○ 2

模倣（集団） 2 簡単な動作の模倣、手遊び等 ○ 2

会話の調整（集団） 1
声のトーンや言葉の抑揚、間のとり方、声の
大きさ等 ○ 1

言葉づかい（集団） 2 正しい語句、丁寧な言葉、慣用句で話す等 ○ 1

集団行動の状況 3
列に並んだり、みんなが何をやろうとしている
ことも見て活動できる等 ○ 3

順番の理解（集団） 3
集団のルールが分かり、守りながら活動でき
る等 ○ 3

ルールの理解（集団） 2
集団のルールが分かり、守りながら活動でき
る等 ○ 2

順序立てた行動 3
集団の流れの中でスケジュール等にそって活
動する等 ○ 2

話し合い・相談（受容） 3
話し合い・相談の場面で、人の意見を受け入
れることができる等の受容 ○ 2

話し合い･相談（表出） 2
話し合い・相談の場面で、自分の意見を適切
に表出できる（表出） ○ 2

切り替え 2 気持ちの切り替えができる等 ○ 2

感情の抑制 2 自分の感情をコントロールできる等 ○ 2

こだわり 3 こだわりが出てしまう等 ○ 2

対
人
関
係

順
番
や
ル
ー

ル
の
理
解

観察項目等

社会性・行動のチェックリスト A

集
団
の
中
で
の
行
動

情
緒
の
コ
ン
ト

ロ
ー

ル

○○　○○

○○学校 ○年○組

指
導
者
と
一
対
一
の
場
面

対
人
関
係

順
番
や
ル
ー

ル
の

理
解

情
緒
の
コ
ン
ト

ロ
ー

ル

0

1

2

3

4

5
指示に従う態度

注目

模倣

会話の成立

言葉以外のやり取り

相手の意図の読み取り

気持ちの理解

相手との距離

順番の理解

ルールの理解

順序立てた行動

切り替え

感情の抑制

こだわり
指示に従う態度（集団）

注目（集団）

模倣（集団）

会話の調整（集団）

言葉づかい（集団）

集団行動の状況

順番の理解（集団）

ルールの理解（集団）

順序立てた行動

話し合い・相談（受容）

話し合い･相談（表出）

切り替え

感情の抑制

こだわり

様式２－２

指導前

指導後
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「学習と行動のチェックリスト」を活用した指導目標設定と評価の流れの例

①入室前のタイミングで、「学習と行動のチェックリスト」の「このチェック項目が
現在△△という評価だが、特別支援教室で指導を受けた後に、〇〇になることを
目指す」という目標を決めて、その項目の目指すレベル（評語）のところに線を
引いておく。

②その際、当該児童・生徒の障害の状態や在籍学級での支援体制等に応じて、どの
程度まで目指せるか、適応力を高めれば在籍学級で過ごせるかなどに、留意する。

③学習障害の場合は学年によってどこを目指すべきかを考慮する必要があるが、見
立てが難しいことから、巡回相談心理士を活用し助言をもらう。

④目標は、在籍学級担任、巡回指導教員等の関係教職員、保護者間で共有する。
⑤定期的に、同じチェックリストを使用して、実施時期によってペンの色を変えて（例
えば1学期末：青、2学期末：緑、３学期末：赤･等）、チェックを入れる。

⑥退室の検討の際に、目標とした項目の達成度を確認し、退室の可否を判断する。
⑦指導目標の達成状況について、５段階で評価する。

指導目標に対する達成状況の把握２
　特別支援教室及び在籍学級それぞれの個別指導計画で設定した短期目標①～③（目安
３か月）及び長期目標（目安１年間）について、指導目標ごとの達成状況を把握します。
　特別支援教室だけではなく、在籍学級の指導目標に対する達成状況も把握することに
より、在籍学級における児童・生徒の変容が把握でき、退室もしくは指導延長の検討材
料として活用します。
　特別支援教室での指導の成果、そして在籍学級での適応状況を見極め、指導の終了が
見込まれるのか、引き続き指導を延長する必要があるのか、校内委員会において十分に
検討し、客観的に指導を評価することが重要です。
　特別支援教室及び在籍学級それぞれの短期目標が達成され、長期目標が概ね達成でき
ている状況が双方で共有・確認された場合は、特別支援教室の退室に向けて検討してい
く段階となります。
　なお、指導目標の達成状況に一部課題がある場合でも、校内委員会において、その課
題に対して、在籍学級の指導・支援の範囲内で対応可能であると共通理解が図られてい
る場合は、退室に向けて検討を進める段階と考えられます。

第
３
章
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評価のポイント！

　特別な指導や支援を受けたことで、児童・生徒にどのような変化があったか、日々
の授業記録や日常的な観察をもとに以下のポイントで整理します。

①　特別支援教室の指導場面での児童・生徒の変化

②　在籍学級での児童・生徒の変容や成長

長期の指導目標設定の際、指導終了時点の「在籍学級

における様子」がイメージできているかが重要です。

退室後の在籍学級での支援３
　１、２で把握された実態や達成状況を校内委員会において確認し、特別支援教室にお
ける指導の終了が見込まれると判断された場合には、退室に向けた検討を進める必要が
あります。
　特別支援教室を退室することは、児童・生徒が必要とする「特別な教育的支援」が終
了するということではありません。特別支援教室の退室後は、特別支援教室での学びの
成果を生かしながら、在籍学級を中心に必要な支援を組み立てていくことが極めて重要
です。すなわち、児童・生徒が必要とする「特別な教育的支援」は在籍学級を中心に学
校で継続して行われていくことになります。
　そのため、退室後も、在籍学級での指導・支援は引き続き必要であることから、校内
委員会等において、退室前の段階で、退室後の在籍学級での指導や支援体制等を検討し、
関係者間で共有する必要があります。
　「退室に向けた確認項目（例）」を活用し、退室後の支援が計画的になされる仕組みが
構築されること、そして、退室前に在籍学級での指導・支援を試行するなど、計画的・
段階的に検討していくための組織的な動きが重要です。
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特別な教育的支援

指導目標等の妥当性の検討（指導の延長に向けて）４
　個別指導計画の指導目標が達成できていない、在籍学級での支援では十分に対応でき
ていないなど、課題が残る場合は、指導目標や指導内容・方法等の妥当性ついて検証し、
特別支援教室における指導期間の延長が必要かどうか検討します。その場合は、以下に
示す視点から指導の妥当性について見直します。

　例えば、指導目標が児童・生徒にとって難しすぎた場合は、指導目標そのものを見直
す必要があります。その際、73ページの「指導目標の考え方」を参考に、「つまずき」
の軽減に焦点を当てているか、「学習の仕方」を身に付けるための指導目標となっている
か、という視点から改めて検討することが重要です。

◆　指導目標の考え方は児童・生徒の実態に即しているか。
◆　指導目標設定のポイントを踏まえているか。

【場面・対象】　【量・手段】　【動作・表出】
◆　指導期間、指導の間隔は適切だったか。
◆　指導内容・方法は適切だったか。
◆　使用した教材・教具は適切だったか。

第
３
章
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　さらに、指導期間や指導の間隔、指導内容・方法、教材・教具など、指導の全体を振
り返り、必要に応じて計画を見直し、指導目標が達成できなかった原因を分析します。
その場合も、巡回指導教員と在籍学級の担任、巡回相談心理士等と連携し、特別支援教室、
在籍学級両方の指導について、多面的、多角的に検証するとともに、指導の改善に向け
て共通理解を図りながら進めていくことが大切です。
　特に、在籍学級の支援では十分に対応することが難しい場合は、在籍学級の環境整備
や授業中の言葉かけ、手だてなどについて、巡回指導教員が在籍学級担任に助言等を行
い、協働しながら指導の改善、充実を図ることが重要です。
　また、特別支援教室を退室することについて、本人や保護者の了解が得られない場合
には、本人や保護者の意見を丁寧に聞き取るとともに、在籍学級において実施する配慮
等について十分に説明します。そして、定期的に当該児童・生徒の状況を観察し、在籍
学級等からの相談等に対応するなど、学校全体で組織的に進めていくことが大切です。

　児童・生徒が、特別支援教室での学びを在籍学級で発揮していくためには、学級担任
の深い児童・生徒理解に基づき、一人一人の可能性を認め合うことのできる日常的な学
級づくりや指導が極めて重要です。
　その際に、学級担任が一人で様々な問題を抱え込むことのないように、校内委員会や
特別支援教育コーディネーター等の活用など、学級担任を支えることができる学校経営
をより一層充実させていくことが必要です。

1　巻末：資料　P114～120参照

2　「通級指導学級での指導の開始・終了判定システムの構築に関する調査研究事業報告書」（平成21年3月東京都教育

委員会）参照

3　文部科学省が平成24年に実施した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする

児童生徒に関する調査」のこと。（文部科学省https://www.mext.go.jp/）

4　「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学校の教育活動の推進について《小学校及び中学校での取組の事例集》」

（平成29年3月東京都教育委員会）参照
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ǈǜƳƱɟደƷᘍѣᲢᨼׇᘍѣᲣƕƱǕǔŵ

৑ǛǘƖǇƑƨᘍѣƕƱǕǔŵئ

֥
ᅈ
˟
ࣱ

ᶝ

ǳ

ȟ

ᶇ

ȋ

Ǳ

ᶌ

Ƿ

ᶈ

ȳ

ᶞ

ӐᢋƱɟደƴȈȩȖȫƳƘᢂƿƜƱƕưƖǔŵ

ʴƴݣƠƯᚃƠǈǛǋƬƨႆᚕǍᘍѣǛƢǔƜƱƕưƖǔŵ

Ⴛ৖ƴӳǘƤƨᚕᓶƮƔƍƕưƖǔŵ

֢
ᘍ
ѣ

ბࠗƠŴǉǍǈƴ৖ឱǛѣƔƞƣŴ੉ಅǛӖƚǔƜƱƕưƖǔŵ

ƦǘƦǘƤƣᓳƪბƍƯᘍѣƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ᛅƷᡦɶƴлǓᡂǇƣŴஇࢸǇưʴƷᛅǛᎥƘƜƱƕưƖǔŵ

֣
ज़
ऴ
Ʒ
ǳ
ȳ

ų
Ȉ
ȭ
ᶌ

ȫ

ʖܭƴ٭୼ƕဃơƯǋ᪯ࣖƠƨᘍѣƕưƖǔŵ

˴Ɣƴؓ׍ƠƳƍưᘍѣƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ȑȋȃǯǛឪƜƞƣज़ऴǛǳȳȈȭȸȫƢǔƜƱƕưƖǔŵ

䠍⪺䛟 

䠎ヰ䛩 

䠏ㄞ䜐 

䠐᭩䛟 

䠑ィ⟬䛩䜛 

䠒᥎ㄽ 

䠓ጼໃ䞉⢒኱㐠ື 䠔ᚤ⣽㐠ື 

䠕ὀព 

䠍䠌⾜ື 

䠍䠍ឤ᝟䛾䝁䞁䝖䝻䞊䝹 

䠍䠎♫఍ᛶ䠄㞟ᅋ⾜ື䠅 

䠍䠏♫఍ᛶ䠄䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠅 
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グධ᪥䚷 ᖺ䚷䚷᭶

グධ⪅

᲻ ᲼ Ჽ Ჾ ச ͳųųųᎋ

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

ų
�
ۋ
Ѭ
ȷ

ų
�
ቫ
ٻ
ᢃ
ѣ

Ჲ
ࣇ
ኬ
ᢃ
ѣ

Ჳ
ද
ॖ

μ៲Ǜ̅ƬƨᢃѣƕưƖǔŵᲢǹǭȃȗŴȜȸȫᢃѣŴጃៃƼሁᲣ

੉ಅɶƴɟܭ଺᧓ۋѬǛ̬ƭƜƱƕưƖǔŵ

৖ஜǛǇƶƯȀȳǹƳƲǛƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ᣐǒǕƨȗȪȳȈሁǛᚌǛӳǘƤƯҞЎƴ৵ǔƜƱƕưƖǔŵ

ᤲᇿǍᇿƷᇿןǛᛦራƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ᗝኽƼƕưƖǔŵ

៲ƷׅǓƷૢྸૢ᪶ǍཋƷሥྸƕưƖǔŵ

ʴƷᛅƴදॖǛӼƚƯᎥƘƜƱƕưƖǔŵ

இࢸǇưᨼɶƠƯǍǓ᡾ƛǔƜƱƕưƖǔŵ

Ჯ
ᚘ
ም
Ƣ
ǔ

Ჰ
ਖ਼
ᛯ

ᙐૠƷ৖ዓƖǛᙲƢǔբ᫆ǛᚐƘƜƱƕưƖǔŵᲢᇌࡸƕᲬƭ࣏ᙲƳƲᲣ

ૢૠᲬƚƨᆉࡇƷׄЩᚘምƕưƖǔŵ

ᙹǍǰȩȕƷႸႮǓƷᛠǈӕǓƕưƖǔŵܭ

Ǜ੨ƘƜƱƕưƖǔŵ࢟׋Ⴛࣖƴ࠰ܖ

ႻࣖƷ᣽Ǜൔ᠋ƢǔƜƱǍŴ᣽ǛᘙƢҥˮǛྸᚐƢǔƜƱƕưƖǔŵ࠰ܖ

ႸႎƴඝƬƯᘍѣǛᚘဒƠŴ࣏ᙲƴࣖơƯ̲ദƢǔƜƱƕưƖǔŵ

Ხ
୿
Ƙ

Ꮫᖺ䞉⏕ᚐྡ

᪮ųųųųႸ

ଏ፼Ʒ๮܌ǍᒍҥᛖǛᛠǉƜƱƕưƖǔŵ

ư̅ဇƢǔ૙ᅹ୿Ʒɟ૨Ǜ්ƪǐƏƴᛠǉƜƱƕưƖǔŵ࠰ܖ

Წ
ᛅ
Ƣ

ᛟଢ૨Ǎཋᛖ૨ƷϋܾǛᛠǈӕǔƜƱƕưƖǔŵ

ଏ፼Ʒ๮܌ǍᒍҥᛖǛ୿ƘƜƱƕưƖǔŵ

ൿǊǒǕƨ଺᧓ϋưெ୿ǛദᄩƴϙƢƜƱƕưƖǔŵ

ႸႎǍॖ׋ƴࣖơƯŴɟܭ᣽Ʒ૨ᇘǛ୿ƘƜƱƕưƖǔŵ

̾КƴЈƞǕƨӝ᪽ƷਦᅆǛᎥƍƯᘍѣưƖǔŵ

ɟ૪ƷਦᅆǛᎥƍƯᘍѣưƖǔŵ

ᎥƖǇƪƕƍƳƘŴᛅƷϋܾǛᙾƑǔƜƱƕưƖǔŵ

ᐯЎƷॖ࣬ǛᢘЏƴႻ৖ƴˡƑǔƜƱƕưƖǔŵ

ᅾ⡠Ꮫ⣭ᢸ௵

Ძ
Ꭵ
Ƙ

ғųЎ

ဃဇᲣܖ፼ƱᘍѣƷȁǧȃǯȪǹȈᲢɶܖ

èᚸ̖ᲴưƖǔă#ųųǄǅưƖǔă$ųųƋǇǓưƖƳƍă%ųųưƖƳƍă&ųųசᄩᛐăச

ᚸųų̖

Ჭ
ᛠ
ǉ

ᢘЏƳᡮƞưŴ૨ƱƠƯǹȠȸǹƴᛅƢƜƱƕưƖǔŵ

ኺ᬴ƠƨƜƱǛ᪯ࡀǑƘᛅƢƜƱƕưƖǔŵ

Ƃᢋ঺ࡇƷႸܤƃų#Ჴ��Ჟˌɥųų$Ჴ��᳸��Ჟųų%Ჴ��᳸��Ჟųų&Ჴ��Ჟˌɦ

ᵝᘧ䠍䠉䠏 
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Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

Ĭ

ĭ

Į

ʖܭƴ٭୼ƕဃơƯǋ᪯ࣖƠƨᘍѣƕưƖǔŵ

˴Ɣƴؓ׍ƠƳƍưᘍѣƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ȑȋȃǯǛឪƜƞƣज़ऴǛǳȳȈȭȸȫƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ƖǇǓǛܣƬƨᘍѣƕưƖǔŵ

ǈǜƳƱɟደƷᘍѣᲢᨼׇᘍѣᲣƕƱǕǔŵ

ဃࢻƷॖࢽƳໜǍᐻԛȷ᧙࣎ƷƋǔʙ௡

֢
ᘍ
ѣ

֣
ज़
ऴ
Ʒ
ǳ
ȳ

ų
Ȉ
ȭ
ᶌ

ȫ

֤
ᅈ
˟
ࣱ

�
ᶝ

ᨼ
ׇ
ᘍ
ѣ
ᶞ

֥
ᅈ
˟
ࣱ

ᶝ

ǳ

ȟ

ᶇ

ȋ

Ǳ

ᶌ

Ƿ

ᶈ

ȳ

ᶞ

ბࠗƠŴǉǍǈƴ৖ឱǛѣƔƞƣŴ੉ಅǛӖƚǔƜƱƕưƖǔŵ

ƦǘƦǘƤƣᓳƪბƍƯᘍѣƢǔƜƱƕưƖǔŵ

ᛅƷᡦɶƴлǓᡂǇƣŴஇࢸǇưʴƷᛅǛᎥƘƜƱƕưƖǔŵ

৑ǛǘƖǇƑƨᘍѣƕƱǕǔŵئ

˞ǈ଺᧓ƳƲŴӐᢋƱɟደƴȈȩȖȫƳƘᢅƝƢƜƱƕưƖǔŵ

ʴƴݣƠƯᚃƠǈǍ࣬ƍǍǓǛǋƬƨႆᚕǍᘍѣǛƢǔƜƱƕưƖǔŵ

Ⴛ৖ƴӳǘƤƨᚕᓶƮƔƍƕưƖǔŵ

䠍⪺䛟 

䠎ヰ䛩 

䠏ㄞ䜐 

䠐᭩䛟 

䠑ィ⟬䛩䜛 

䠒᥎ㄽ 

䠓ጼໃ䞉⢒኱㐠ື 䠔ᚤ⣽㐠ື 

䠕ὀព 

䠍䠌⾜ື 

䠍䠍ឤ᝟䛾䝁䞁䝖䝻䞊䝹 

䠍䠎♫఍ᛶ䠄㞟ᅋ⾜ື䠅 

䠍䠏♫఍ᛶ䠄䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠅 
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ᵝᘧ䠎

グධ⪅ グධ᪥ ௧࿴䕿ᖺ䕿᭶䕿᪥

Ꮫᖺ䞉Ꮫ⣭

䝏䜵䝑䜽
䕿䛷䛝䛺䛔
䕿ㄢ㢟䛜䛒䜛

䕿䛷䛝䜛䛣䛸䜒䛒䜛
䕿ᑡ䛧䛷䛝䜛
䕿䜋䛸䜣䛹ㄢ㢟

䕿᫬䚻䛷䛝䜛
䕿䜎䛒䜎䛒䛷䛝䜛
䕿᫬䚻ㄢ㢟䛻䛺䜛

䕿䛰䛔䛯䛔䛷䛝䜛
䕿ᬑ㏻䛻䛷䛝䜛
䕿䛯䜎䛻ㄢ㢟䛻䛺
䜛

䕿䛔䛴䛷䜒䛷䛝䜛
䕿䜘䛟䛷䛝䜛
䕿඲䛟ㄢ㢟䛜䛺䛔

๓ᅇ䛾
⤖ᯝ

≉グ஦㡯

ᩥ୰䛾ㄒྃ䜔⾜䜢ᢤ䛛䛧䛯䜚䚸⧞䜚㏉䛧䛯䜚䛧䛺䛔䛷ㄞ䜑䜛

ึ䜑䛶ฟ䛶䛝䛯ㄒ䜔䚸ᬑẁ౑䜟䛺䛔ㄒ䛺䛹䜢㛫㐪䛘䛪䛻ㄞ䜑䜛

຾ᡭㄞ䜏䠄䛂䛔䛝䜎䛧䛯䛃䜢䛂䛔䜎䛧䛯䛃䛸ㄞ䜐➼䠅䜢䛧䛺䛔

ᣉ㡢䠄䛝䜓䚸䛝䜕䚸䛝䜗䠅䜔ಁ㡢䠄䛝䛳䛶➼䠅䜢ṇ䛧䛟ㄞ䜑䜛

㡢ㄞ䛷䛿䚸ᖺ㱋┦ᛂ䛾㏿ᗘ䛷ㄞ䜑䜛

ᩥ᭩䛾せⅬ䜢ṇ䛧䛟ㄞ䜏ྲྀ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

ㄞ䜏䜔䛩䛔Ꮠ䜢᭩䛡䜛䠄Ꮠ䛾ᙧ䜔኱䛝䛥䛜ᩚ䛳䛶䛔䜛䠅

➹㡰䜢Ᏺ䛳䛶᭩䛡䜛䠄⊂≉䛾➹㡰䛷䛿䛺䛔䠅

ᣉ㡢䠄䛝䜓䚸䛝䜕䚸䛝䜗䠅䜔ಁ㡢䠄䛿䛳䜁➼䠅䜢ṇ䛧䛟᭩䛡䜛

₎Ꮠ䛾⣽䛛䛔㒊ศ䛾᭩䛝㛫㐪䛘䛜䛺䛔

ྃㄞⅬ䜢ṇ䛧䛟ᡴ䛴䛣䛸䛜䛷䛝䜛

Ỵ䜎䛳䛯䝟䝍䞊䞁௨እ䛾ᩥ❶䛜᭩䛡䜛

ᯈ᭩஦㡯䜢ṇ☜䛻᭩䛝෗䛩䛣䛸䛜䛷䛝䜛

ᯈ᭩஦㡯䜢᫬㛫ෆ䛻᭩䛝෗䛩䛣䛸䛜䛷䛝䜛

ㄞ䜏䞉᭩䛝䛻㛵䛩䜛ඣ❺䛾ᵝᏊ

ㄞ䜏᭩䛝䛻㛵䛩䜛㡯┠

ㄞ
䜏

ᩥᏐ䛾ㄞ䜏᭩䛝䝏䜵䝑䜽䝸䝇䝖

䛭
䛾
௚

᭩
䛝

䕿䕿Ꮫᰯ 䕿ᖺ䕿⤌Ꮫᰯྡ

ᑐ㇟ඣ❺

0

1

2

3

4

5

ᩥ୰䛾ㄒྃ䜔⾜䜢ᢤ䛛䛧䛯䜚䚸⧞䜚㏉䛧䛯䜚䛧

䛺䛔䛷ㄞ䜑䜛 
ึ䜑䛶ฟ䛶䛝䛯ㄒ䜔䚸ᬑẁ౑䜟䛺䛔ㄒ䛺䛹䜢

㛫㐪䛘䛪䛻ㄞ䜑䜛 

຾ᡭㄞ䜏䠄䛂䛔䛝䜎䛧䛯䛃䜢䛂䛔䜎䛧䛯䛃䛸ㄞ䜐

➼䠅䜢䛧䛺䛔 

ᣉ㡢䠄䛝䜓䚸䛝䜕䚸䛝䜗䠅䜔ಁ㡢䠄䛝䛳䛶➼䠅䜢ṇ

䛧䛟ㄞ䜑䜛 

㡢ㄞ䛷䛿䚸ᖺ㱋┦ᛂ䛾㏿ᗘ䛷ㄞ䜑䜛 

ᩥ᭩䛾せⅬ䜢ṇ䛧䛟ㄞ䜏ྲྀ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛 

ㄞ䜏䜔䛩䛔Ꮠ䜢᭩䛡䜛䠄Ꮠ䛾ᙧ䜔኱䛝䛥䛜

ᩚ䛳䛶䛔䜛䠅 
➹㡰䜢Ᏺ䛳䛶᭩䛡䜛䠄⊂≉䛾➹㡰䛷䛿䛺䛔䠅 

ᣉ㡢䠄䛝䜓䚸䛝䜕䚸䛝䜗䠅䜔ಁ㡢䠄䛿䛳䜁➼䠅䜢ṇ

䛧䛟᭩䛡䜛 

₎Ꮠ䛾⣽䛛䛔㒊ศ䛾᭩䛝㛫㐪䛘䛜䛺䛔 

ྃㄞⅬ䜢ṇ䛧䛟ᡴ䛴䛣䛸䛜䛷䛝䜛 

Ỵ䜎䛳䛯䝟䝍䞊䞁௨እ䛾ᩥ❶䛜᭩䛡䜛 

ᯈ᭩஦㡯䜢ṇ☜䛻᭩䛝෗䛩䛣䛸䛜䛷䛝䜛 

ᯈ᭩஦㡯䜢᫬㛫ෆ䛻᭩䛝෗䛩䛣䛸䛜䛷䛝䜛 
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ᵝᘧ䠎

ᑐ㇟ඣ❺ グධ⪅ グධ᪥ ௧࿴䕿ᖺ䕿᭶䕿᪥

Ꮫᰯྡ Ꮫᖺ䞉Ꮫ⣭
䝏

叾
吚
䜽

ほᐹෆᐜ
䕿䛷䛝䛺䛔
䕿ㄢ㢟䛜䛒䜛

䕿䛷䛝䜛䛣䛸䜒䛒䜛
䕿ᑡ䛧䛷䛝䜛
䕿䜋䛸䜣䛹ㄢ㢟

䕿᫬䚻䛷䛝䜛
䕿䜎䛒䜎䛒䛷䛝䜛
䕿᫬䚻ㄢ㢟䛻䛺䜛

䕿䛰䛔䛯䛔䛷䛝䜛
䕿ᬑ㏻䛻䛷䛝䜛
䕿䛯䜎䛻ㄢ㢟䛻䛺
䜛

䕿䛔䛴䛷䜒䛷䛝䜛
䕿䜘䛟䛷䛝䜛
䕿඲䛟ㄢ㢟䛜䛺䛔

๓ᅇ䛾
⤖ᯝ

≉グ஦㡯

ᣦ♧䛻ᚑ䛖ែᗘ ᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶⾜ື䛩䜛➼

ὀ┠ ᣦ♧䛧䛯ሙᡤ䞉䜒䛾䛻ὀ┠䛩䜛➼

ᶍೌ ⡆༢䛺ືస䛾ᶍೌ䚸ᡭ㐟䜃➼

఍ヰ䛾ᡂ❧ ఍ヰ䛜ᡂ䜚❧䛴䚸㉁ၥ➼䛾㐺ษ䛻⟅䛘䜛➼

ゝⴥ௨እ䛾䜔䜚ྲྀ䜚 䜰䜲䝁䞁䝍䜽䝖䞉⾲᝟䜔ែᗘ䛾ពᛮ␯㏻

┦ᡭ䛾ពᅗ䛾ㄞ䜏ྲྀ䜚 ⾲᝟䛾⌮ゎ䜔ᣦ䛥䛧ᣦ♧䛰䛡䛷╔ᖍ䛩䜛➼

Ẽᣢ䛱䛾⌮ゎ ┦ᡭ䛾Ẽᣢ䛱䛜⌮ゎ䛷䛝䜛➼

┦ᡭ䛸䛾㊥㞳 ≀䜔ே䛸䛾㐺ษ䛺㊥㞳䛾ᢕᥱ➼

㡰␒䛾⌮ゎ ┦ᡭ䛸㡰␒䜢Ᏺ䛳䛶䜔䜚ྲྀ䜚䛷䛝䜛➼

䝹䞊䝹䛾⌮ゎ 䝹䞊䝹䜢Ᏺ䛳䛶䜔䜚䛸䜚䛷䛝䜛➼

㡰ᗎ䛰䛶䛯⾜ື 䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻䛭䛳䛶୍ே䛷άື䛩䜛➼

ษ䜚᭰䛘 ឤ᝟䛾ษ䜚᭰䛘䛜䛷䛝䜛➼

ឤ᝟䛾ᢚไ ⮬ศ䛾ឤ᝟䜢䝁䞁䝖䝻䞊䝹䛷䛝䜛➼

䛣䛰䜟䜚 䛣䛰䜟䜚䛜ฟ䛶䛧䜎䛖➼

ᣦ♧䛻ᚑ䛖ែᗘ䠄㞟ᅋ䠅 ᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶⾜ື䛩䜛➼

ὀ┠䠄㞟ᅋ䠅 ᣦᑟ⪅䛾ᣦ♧䛻ὀ┠䛩䜛➼

ᶍೌ䠄㞟ᅋ䠅 ⡆༢䛺ືస䛾ᶍೌ䚸ᡭ㐟䜃➼
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自立活動の目標と内容（特別支援学校小学部・中学部学習指導要領より）

　個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服
するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

１　健康の保持 (1)　生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。
(2)　病気の状態の理解と生活管理に関すること。
(3)　身体各部の状態の理解と養護に関すること。
(4)　障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。
(5)　健康の状態の維持・改善に関すること。

(1)　情緒の安定に関すること。
(2)　状況の理解と変化への対応に関すること。
(3)　障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲
に関すること。

(1)　他者とのかかわりの基礎に関すること。
(2)　他者の意図や感情の理解に関すること。
(3)　自己の理解と行動の調整に関すること。
(4)　集団への参加の基礎に関すること。

(1)　保有する感覚の活用に関すること。
(2)　感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。
(3)　感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。
(4)　感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況
に応じた行動に関すること。

(5)　認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

(1)　姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。
(2)　姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。
(3)　日常生活に必要な基本動作に関すること。
(4)　身体の移動能力に関すること。
(5)　作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

(1)　コミュニケーションの基礎的能力に関すること。
(2)　言語の受容と表出に関すること。
(3)　言語の形成と活用に関すること。
(4)　コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。
(5)　状況に応じたコミュニケーションに関すること。

１　目標

２　内容

２　心理的な安定

３　人間関係の形成

４　環境の把握

５　身体の動き

６　コミュニケーション
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流れ図（参考）
※特別支援学校小学部・中学部学習指導要領解説　自立活動編より引用
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◇　各種通知等

　１　通級による指導の対象とすることが適当な自閉症者、情緒障害者、学習障害者
又は注意欠陥多動性障害者に該当する児童生徒について（通知）
（平成 18 年 3 月 31 日付 17 文科初第 1178 号）　 ････････････････････　１１１

　２　障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知）
（平成 25 年 10 月 4 日付 25 文科初第 756 号）　 ･･････････････････････　１１４

　３　教育支援資料　～障害のある子供の就学手続と早期からの一貫した支援の充実～

（平成 25 年 10 月　文部科学省）【抜粋】　 ･･･････････････････････････　１２１

　４　「発達障害」の用語の使用について（平成 19 年 3 月 15 日　文部科学省）　 ････　１２３

　５　特別支援教育における ICF 及び ICF-CY 活用に関するよくある質問と答え (FAQ)
（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所ホームページより）　 ･･････　１３１
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� ㏻⣭ࠊ㐺ᛂᛶࡢᏛ⣭࡛ࡢ㏻ᖖࠊ࡚࠸ࡘ࡟ඣ❺⏕ᚐࡢࠎಶࠊࡳ㚷࡟㉁≉ࡢᣦᑟࡿࡼ࡟㏻⣭ࠊ㝿ࡢࡑ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍ༑ศ⪃៖ࢆ➼᫬㛫࡞㐺ṇࡿࡍせ࡟ᣦᑟࡿࡼ࡟

�

㸦㸯㸧㞀ᐖࡢ✀㢮ཬࡧ⛬ᗘ�

� � �࢔ ⮬㛢⑕⪅�

⮬㛢⑕ཪ࡟ࢀࡑࡣ㢮ࠊ࡛ࡢࡶࡿࡍ㏻ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢᏛ⩦ࡡࡴ࠾࠾࡟ཧຍ୍࡛ࠊࡁ㒊≉ู࡞ᣦ

ᑟࢆᚲせࡿࡍ࡜⛬ᗘࡢࡶࡢ�

�࢖ ᝟⥴㞀ᐖ⪅�

� � � � ୺࡚ࡋ࡜ᚰ⌮ⓗ࡞せᅉࡿࡼ࡟㑅ᢥᛶࢇ࠿㯲➼ࠊ࡛ࡢࡶࡿ࠶ࡀ㏻ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢᏛ⩦ࡴ࠾࠾࡟

�ࡢࡶࡢᗘ⛬ࡿࡍ࡜ᚲせࢆᣦᑟ࡞ู≉㒊୍ࠊࡁཧຍ࡛ࡡ

࢘� Ꮫ⩦㞀ᐖ⪅�

� � � � ඲⯡ⓗ࡞▱ⓗⓎ㐩࡟㐜ࠊࡃ⪺ࠊࡀ࠸࡞ࡣࢀヰࠊࡍㄞࠊࡴ᭩ࠊࡃィ⟬ࡿࡍཪࡣ᥎ㄽࡿࡍ⬟ຊ

⛬ࡿࡍ࡜ᚲせࢆᣦᑟ࡞ู≉㒊୍ࠊ࡛ࡢࡶࡍ♧ࢆᅔ㞴࠸ࡋⴭ࡟⏝౑࡜ᚓ⩦ࡢࡢࡶࡢᐃ≉ࡕ࠺ࡢ

ᗘࡢࡶࡢ�

࢚� ὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖ⪅�

ᖺ㱋ཪࡣⓎ㐩࡟୙㔮࡞࠸ྜࡾὀពຊࠊཪࡣ⾪ືᛶ࣭ከືᛶࡀㄆࠊࢀࡽࡵ♫఍ⓗ࡞άືࡸᏛ

ᴗࡢᶵ⬟࡟ᨭ㞀୍ࠊ࡛ࡢࡶࡍࡓࡁࢆ㒊≉ู࡞ᣦᑟࢆᚲせࡿࡍ࡜⛬ᗘࡢࡶࡢ�

�

㸦㸰㸧␃ព஦㡯�

� � � ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ࡟࠺⾜ࢆ㝿ࡢ࡚ࡋ␃ព஦㡯ࡣ௨ୗࠋࡾ࠾࡜ࡢ�

� � �࢔ ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࢆᢸᙜࡿࡍᩍဨࠊࡣᇶᮏⓗࡢࡇࠊࡣ࡟㏻▱ཪࡣ ��� ྕ㏻▱ࡕ࠺ࡓࢀࡉ♧࡟
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ࡸᑓ㛛ᛶࡿࡍ᭷ࡀᙜヱᩍဨࠊࡀࡿ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍᣦᑟࢆඣ❺⏕ᚐࡿࡍヱᙜ࡟㢮✀ࡢ㞀ᐖࡢ୍ࡢ

ᣦᑟ᪉ἲࡢ㢮ఝᛶ➼࡟ᛂࠊ࡚ࡌᙜヱ㞀ᐖࡢ✀㢮ࡿ࡞␗ࡣ࡜㞀ᐖࡢ✀㢮࡟ヱᙜࡿࡍඣ❺⏕ᚐࢆ

ᣦᑟࠋ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ�

� � �࢖ ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ࡟࠺⾜ࢆ㝿ࠊࡣ࡚ࡋᚲせ࡟ᛂᰯࠊࡌ㛗ࠊᩍ㢌ࠊ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ

᳨ࢆᚲせᛶࡢࡑࠊ࡚࠸࠾࡟ෆጤဨ఍ᰯࡿࡍᵓᡂ࡛⪅ࡿࢀࢃᛮ࡜௚ᚲせࡢࡑࠊᢸ௵ᩍဨࠊ࣮ࢱ

ウᩥࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㒊⛉Ꮫ┬ࡢጤკ஦ᴗ࡛ࡿ࠶≉ูᨭ᥼ᩍ⫱యไ᥎㐍஦ᴗ➼ྛࡾࡼ࡟㒔㐨ᗓ

┴ᩍ⫱ጤဨ఍➼࡟タࡓࢀࡽࡅᑓ㛛ᐙࡸ࣒࣮ࢳᕠᅇ┦ㄯ➼ࢆά⏝ࠋ࡜ࡇࡿࡍ�

� � ࢘� ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢᑐ㇟࡟ุ᩿ࡢ࠿ྰ࠿ࡿࡍ࡜ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ་Ꮫⓗ࡞デ᩿ࡢ᭷↓ࡽ࡜࡟ࡳࡢ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍุ᩿ࡽ࠿ぢᆅ࡞ⓗྜ⥲ࠊࡋព␃࠺ࡼ࠸࡞ࡢ࡜ࡇࡿࢀࢃ

� � ࢚� Ꮫ⩦㞀ᐖཪࡣὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࡢඣ❺⏕ᚐࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢᑐ㇟ࡲࡿࡍ࡜

Ꮫ⩦ෆࠊ⏝άࡢࢢࣥࢳ࣮࢕ࢸ࣭࣒࣮࢕ࢸࡸ㓄៖࡞㐺ษࡢᩍဨࡿࡅ࠾࡟Ꮫ⣭ࡢ㏻ᖖࠊࡃ࡞ࡶ࡛

ᐜࡢ⇍⩦ࡢ⛬ᗘ࡟ᛂࡓࡌᣦᑟࡢᕤኵ➼ࠊࡾࡼ࡟ᑐᛂࡀ࡜ࡇࡿࡍ㐺ษ࡛ࡶ⪅ࡿ࠶ከࡿࢀࡽࡳࡃ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍ༑ศ␃ព࡟࡜ࡇ

�

㸦㸱㸧ࡢࡑ௚�

� � � ᝟⥴㞀ᐖ⪅ࢆᑐ㇟ࡿࡍ࡜≉ṦᏛ⣭ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟௒ᚋᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬ࡢࡑ࡚࠸࠾࡟ᅾࡾ᪉࠸ࡘ࡟

᳨࡚ウࢆ㐍ࠋ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜࡜ࡇࡿࡵ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� �
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㸰� 㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼࡟ᑐࡿࡍ᪩ᮇ୍ࡢࡽ࠿㈏ࡓࡋᨭ᥼࡚࠸ࡘ࡟㸦㏻▱㸧�

㸦ᖹᡂ �� ᖺ �� ᭶ � ᪥௜ �� ᩥ⛉ึ➨ ��� ྕ㸧�

�

�

�

�

���ᩥ⛉ึ➨ ����ྕ�

ᖹᡂ ���ᖺ ���᭶㸲᪥�

�

ྛ㒔㐨ᗓ┴࣭ᣦᐃ㒔ᕷᩍ⫱ጤဨ఍ᩍ⫱㛗�

ྛ 㒔 㐨 ᗓ ┴ ▱ ஦�

㝃ᒓᏛᰯྛࡃ⨨ࢆᅜ❧኱ᏛἲேᏛ㛗�

ᵓ 㐀 ᨵ 㠉 ≉ ู ༊ ᇦ ἲ ➨ 㸯 㸰 ᮲�

➨㸯㡯ࡢㄆᐃྛࡓࡅཷࢆᆅ᪉බඹᅋయࡢ㛗�

⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ྜ◊✲ᡤ⌮஦㛗�

�

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ㛗�

๓� ᕝ� ႐� ᖹ�

�

㸦༳ᙳ༳ๅ㸧�

�

㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼࡟ᑐࡿࡍ᪩ᮇ୍ࡢࡽ࠿㈏ࡓࡋᨭ᥼࡚࠸ࡘ࡟㸦㏻▱㸧�

�

୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍ึ➼୰➼ᩍ⫱ศ⛉఍ሗ࿌ࠕඹ⏕♫఍ࡢᙧᡂࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ࢖ࡓࡅྥ࡟ᩍ⫱࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏

᥎㐍㸦ᖹᡂࡢ⫱ᨭ᥼ᩍู≉ࡢࡵࡓࡢ ���ᖺ㸵᭶㸧ࠖ 㒊୍ࡢᏛᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜௧ࠊࡓ࠼ࡲ㋃ࢆ➼ᥦゝࡿࡅ࠾࡟

ᨵṇࡢ㊃᪨ཬࡧෆᐜ➼ࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜௧୍ࡢ㒊ᨵṇ࡚࠸ࡘ࡟㸦㏻▱㸧ࠖ㸦ᖹᡂ ���ᖺ㸷᭶㸯

᪥௜ࡅ ���ᩥ⛉ึ➨ ����ྕ㸧ࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡋࡏࡽ▱࠾࡚ࡗࡶࢆᨵṇ࡟కࠊ࠺㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼࡟ᑐ

㐺ࠊୖࡢ▱ᚚ஢࡟༑ศࠊ࡛ࡢࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢୗグࡣ஦㡯ࡁ࡭ࡍព␃࡚࠸ࡘ࡟ᨭ᥼ࡓࡋ㈏୍ࡢࡽ࠿᪩ᮇࡿࡍ

ษ࡟ᑐฎୗ࠾࠺ࡼࡿࡉ㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸�

࠸ࡘ࡟ᑵᏛࡢඣ❺⏕ᚐࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠕࠊ࠾࡞ 㸦࡚㏻▱㸧ࠖ㸦ᖹᡂ ���ᖺ㸳᭶ ���᪥௜ࡅ ���ᩥ⛉ึ➨ ����ྕ㸧

�ࠋࡍࡲࡋᗫṆࡣ

ᣦᐃྛࠊ࡚ࡋᑐ࡟ᕷ⏫ᮧᩍ⫱ጤဨ఍ࡢᇦෆࡧᏛᰯཬࡢ⟶ᡤࡣ࡚ࢀ࠿࠾࡟㒔㐨ᗓ┴ᩍ⫱ጤဨ఍ྛࠊࡓࡲ

㒔ᕷᩍ⫱ጤဨ఍ࡣ࡚ࢀ࠿࠾࡟ᡤ⟶ࡢᏛᰯ࡟ᑐྛࠊ࡚ࡋ㒔㐨ᗓ┴▱஦ཬࡧᵓ㐀ᨵ㠉≉ู༊ᇦἲ➨ ���᮲➨

㸯㡯ࡢㄆᐃྛࡓࡅཷࢆᆅ᪉බඹᅋయࡢ㛗ࡣ࡚ࢀ࠿࠾࡟ᡤ㎄ࡢᏛᰯཬࡧᏛᰯἲே➼࡟ᑐྛࠊ࡚ࡋᅜ❧኱Ꮫ

෗�

資

料



115

�ٹك૚ரৢੴಉق�ৱમٹ

�

����
�

ἲேᏛ㛗ࡣ࡚ࢀ࠿࠾࡟㝃ᒓᏛᰯ࡟ᑐࠊ࡚ࡋୗグ࡚࠸ࡘ࡟࿘▱ࢆᅗࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿᚲせ࡞ᣦᑟࠊຓゝཪࡣ᥼

ຓ࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸�

�

グ�

�

➨㸯� 㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢᑵᏛඛࡢỴᐃ�

㸯� 㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢᑵᏛඛࡢỴᐃ࡟ᙜࡢ࡚ࡗࡓᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉�

㸦㸯㸧ᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉�

㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢᑵᏛඛࡢỴᐃ࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢࡑࠊࡀᖺ㱋ཬࡧ

⬟ຊ࡟ᛂࡢࡑࠊࡘ࠿ࠊࡌ≉ᛶࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ༑ศ࡞ᩍ⫱࡞⬟ྍࠊࡵࡓࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࢀࡽࡅཷࡀ㝈ࡾ㞀

ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡀ㞀ᐖ࠸࡞ࡢඣ❺⏕ᚐ➼࡜ඹ࡟ᩍ⫱࠺ࡼࡿࢀࡽࡅཷࢆ㓄៖ࠊࡘࡘࡋᚲせ࡞᪋

�ࠋ࡜ࡇࡿࡌㅮࢆ⟇

㸦㸰㸧ᑵᏛ࡟㛵ࡿࡍᡭ⥆➼ࡢ࡚࠸ࡘ࡟᝟ሗࡢᥦ౪�

ᕷ⏫ᮧࡢᩍ⫱ጤဨ఍ࠊࡣஙᗂඣᮇࡓࡵྵࢆ᪩ᮇࡢࡽ࠿ᩍ⫱┦ㄯࡢᐇ᪋ࡸᏛᰯぢᏛࠊㄆᐃࡶ࡝ࡇ

ᅬ࣭ᗂ⛶ᅬ࣭ಖ⫱ᡤ➼ࡢ㛵ಀᶵ㛵ࡢ࡜㐃ᦠ➼ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌ㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ཬࡢࡑࡧಖㆤ⪅࡟

ᑐࠊࡋᑵᏛ࡟㛵ࡿࡍᡭ⥆➼ࡢ࡚࠸ࡘ࡟༑ศ࡞᝟ሗࡢᥦ౪ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ�

㸦㸱㸧㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ཬࡢࡑࡧಖㆤ⪅ࡢពྥࡢᑛ㔜�

ᕷ⏫ᮧࡢᩍ⫱ጤဨ఍ࠊࡣᨵṇᚋࡢᏛᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜௧➨ ���᮲ࡢ㸰࡟ᇶ࡙ࡃពぢࠊ࡚࠸ࡘ࡟ྲྀ⫈ࡢ

᭱⤊ⓗ࡞ᑵᏛඛࡢỴᐃ࠺⾜ࢆ๓࡟༑ศ࡞᫬㛫ⓗవ⿱ࠊࡋ࡜ࡢࡶ࠺⾜࡚ࡗࡶࢆಖㆤ⪅ࡢពぢ࠸ࡘ࡟

�ࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋᑛ㔜ࢆពྥࡢࡑࡾ㝈࡞⬟ྍࠊࡣ࡚

�

㸰� ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯࡢ࡬ᑵᏛ�

㸦㸯㸧ᑵᏛඛࡢỴᐃ�

どぬ㞀ᐖ⪅ࠊ⫈ぬ㞀ᐖ⪅ࠊ▱ⓗ㞀ᐖ⪅ࠊ⫥య୙⮬⏤⪅ཪࡣ⑓ᙅ⪅㸦㌟య⹫ᙅ⪅ࠋࡴྵࢆ㸧࡛ࠊ

➨Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜௧ࠊࡀ㞀ᐖࡢࡑ ���᮲ࡢ㸱࡟つᐃࡿࡍ⛬ᗘࠊࡕ࠺ࡢࡢࡶࡢᕷ⏫ᮧࡢᩍ⫱ጤဨ఍

ࡢഛᩚࡢయไࡢ⫱ᩍࡿࡅ࠾࡟ᆅᇦࠊෆᐜࡢᨭ᥼࡞ᩍ⫱ୖᚲせࡢ⪅ࡢࡑࠊែ≦ࡢ㞀ᐖࡢ⪅ࡢࡑࠊࡀ

≧ἣࡢࡑ௚ࡢ஦᝟຺ࢆ᱌ࠊ࡚ࡋ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ࡟ᑵᏛࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ㐺ᙜ࡛࡜ࡿ࠶ㄆࢆ⪅ࡿࡵᑐ㇟࡜

�ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⫱ᩍ࡞㐺ษࠊ࡚ࡋ

㸦㸰㸧㞀ᐖ࡟ุ᩿ࡢᙜࡢ࡚ࡗࡓ␃ព஦㡯�

�࢔ どぬ㞀ᐖ⪅�

ᑓ㛛་ࡿࡼ࡟⢭ᐦ࡞デ᩿࡟ᇶ࡙ࡁ⥲ྜⓗࠊ࠾࡞ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆุ᩿࡟ᖺᑡ⪅ࠊ▱ⓗ㞀ᐖ⪅➼࡟�

ᑐࡿࡍどຊཬࡧどຊ௨እࡢどᶵ⬟᳨ࡢᰝࡣᅔ㞴࡞ሙྜࡀከ୍ࠊࡽ࠿࡜ࡇ࠸ே୍ேࡢ≧ែ࡟ᛂࡌ

ࡼ࡟➼࡜ࡇࡿࡍㄆ☜ࡃࡼࢆ཯ᛂࡢᰝ᫬᳨ࠊ࠿࡯ࡿࡍㄝ᫂ࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃࢆ᪉ἲࡸᡭ㡰ࡢᰝ᳨ࠊ࡚

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍព␃࡟≉࡟࠺ࡼࡿࡍᮇࢆ☜ṇࡢࡑࠊࡾ
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�࢖ ⫈ぬ㞀ᐖ⪅�

ᑓ㛛་ࡿࡼ࡟⢭ᐦ࡞デ᩿⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࠊࡁኻ⫈ࡢ᫬ᮇࡴྵࢆ⏕⫱ṔཬࡧゝㄒࡢⓎ㐩ࡢ≧ែࢆ⪃

៖࡚ࡋ⥲ྜⓗࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆุ᩿࡟�

࢘� ▱ⓗ㞀ᐖ⪅�

▱ⓗᶵ⬟ཬࡧ㐺ᛂᶵ⬟ࡢⓎ㐩ࡢ≧ែࡢ୧㠃ࠋ࡜ࡇࡿࡍุ᩿ࡽ࠿ᶆ‽໬ࡓࢀࡉ▱⬟᳨ᰝ➼ࡢ▱

ⓗᶵ⬟ࡢⓎ㐩ࡢ㐜࡟ࡵࡓࡿࡍุ᩿ࢆ⁫ᚲせ᳨࡞ᰝࠊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ᪥ᖖ⏕άࠊ♫఍⏕ά

ୖࡓࡗ⾜ࢆ➼ศᯒࡢቃ⎔ࡿ࠶ࡀᙳ㡪࡟Ⓨ㐩ࡢᮏேࠊㄪᰝࡢ࡚࠸ࡘ࡟ែ≦ࡢ⬟㐺ᛂᶵࡿࡍ㛵࡟➼

࡛⥲ྜⓗࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆุ᩿࡟�

࢚� ⫥య୙⮬⏤⪅�

ᑓ㛛་ࡢ⢭ᐦ࡞デ᩿⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࠊ⊫ୖࠊࡁୗ⫥➼ࡢಶࡢࠎ㒊఩ࠊࡃ࡞࡛ࡢࡿ࠼ࡽ࡜࡟࡜ࡈ㌟

య඲యࢆ⥲ྜⓗ࡟ぢ࡚㞀ᐖࡢ≧ែࡢࡑࠋ࡜ࡇࡿࡍุ᩿ࢆ㝿ࠊ㞀ᐖࡢ≧ែࡢᨵၿࠊᶵ⬟ࡢᅇ᚟࡟

せࡿࡍ᫬㛫➼ࡏేࢆ⪃៖ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆุ᩿࡚ࡋ�

࢜� ⑓ᙅ⪅㸦㌟య⹫ᙅ⪅ࠋࡴྵࢆ㸧�

་ᖌࡢ⢭ᐦ࡞デ᩿⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࠊࡁ⑌ᝈࡢ✀㢮ࠊ⛬ᗘཬࡧ་⒪ཪࡣ⏕άつไ࡟せࡿࡍᮇ㛫➼ࢆ

⪃៖ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆุ᩿࡚ࡋ�

�

㸱� ᑠᏛᰯࠊ୰Ꮫᰯཪࡣ୰➼ᩍ⫱Ꮫᰯࡢ๓ᮇㄢ⛬ࡢ࡬ᑵᏛ�

㸦㸯㸧≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭�

Ꮫᰯᩍ⫱ἲ➨ ���᮲➨㸰㡯ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭ࡃ⨨ࢆሙྜࠊࡣ࡟௨ୗ࡟ྕྛࡢᥖࡿࡆ

㞀ᐖࡢ✀㢮ཬࡧ⛬ᗘࡢඣ❺⏕ᚐࡢ⪅ࡢࡑࠊࡕ࠺ࡢ㞀ᐖࡢ≧ែࡢ⪅ࡢࡑࠊᩍ⫱ୖᚲせ࡞ᨭ᥼ࡢෆᐜࠊ

ᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱ࡢయไᩚࡢഛࡢ≧ἣࡢࡑ௚ࡢ஦᝟຺ࢆ᱌ࠊ࡚ࡋ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭࡚࠸࠾࡟ᩍ⫱ཷࢆ

�ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⫱ᩍ࡞㐺ษࠊ࡚ࡋ࡜㇟ᑐࢆ⪅ࡿࡵㄆ࡜ࡿ࠶㐺ᙜ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡅ

㞀ᐖ࡟ุ᩿ࡢᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐࡢᩍ⫱ࡢ⤒㦂ࡿ࠶ࡢᩍဨ➼ࡿࡼ࡟ほᐹ᳨࣭ᰝࠊ

ᑓ㛛་ࡿࡼ࡟デ᩿➼࡟ᇶ࡙ࡁᩍ⫱Ꮫࠊ་Ꮫࠊᚰ⌮Ꮫ➼ࡢほⅬࡽ࠿⥲ྜⓗࡘ࠿ៅ㔜ࠋ࡜ࡇ࠺⾜࡟�

ձ� 㞀ᐖࡢ✀㢮ཬࡧ⛬ᗘ�

�࢔ ▱ⓗ㞀ᐖ⪅�

▱ⓗⓎ㐩ࡢ㐜ࠊࡾ࠶ࡀ⁫௚ேࡢ࡜ពᛮ␯㏻࡟㍍ᗘࡢᅔ㞴ࡾ࠶ࡀ᪥ᖖ⏕άࢆႠ୍࡟ࡢࡴ㒊᥼

ຓࡀᚲせ࡛ࠊ♫఍⏕άࡢ࡬㐺ᛂࡀᅔ㞴࡛ࡿ࠶⛬ᗘࡢࡶࡢ�

�࢖ ⫥య୙⮬⏤⪅�

⿵⿦ලࡶ࡚ࡗࡼ࡟Ṍ⾜ࡸ➹グ➼᪥ᖖ⏕άࡿࡅ࠾࡟ᇶᮏⓗື࡞స࡟㍍ᗘࡢᅔ㞴ࡿ࠶ࡀ⛬ᗘ

�ࡢࡶࡢ

࢘� ⑓ᙅ⪅ཬࡧ㌟య⹫ᙅ⪅�

୍� ៏ᛶࡢ࿧྾ჾ⑌ᝈࡢࡑ௚⑌ᝈࡢ≧ែࡀᣢ⥆ⓗཪࡣ㛫Ḟⓗ࡟་⒪ཪࡣ⏕άࢆ⌮⟶ࡢᚲせ

�ࡢࡶࡢᗘ⛬ࡿࡍ࡜

資

料
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஧� ㌟య⹫ᙅࡢ≧ែࡀᣢ⥆ⓗ࡟⏕άࢆ⌮⟶ࡢᚲせࡿࡍ࡜⛬ᗘࡢࡶࡢ�

࢚� ᙅど⪅�

ᣑ኱㙾➼ࡢ౑⏝ࡶ࡚ࡗࡼ࡟㏻ᖖᩥࡢᏐࠊᅗᙧ➼ࡢどぬࡿࡼ࡟ㄆ㆑ࡀᅔ㞴࡞⛬ᗘࡢࡶࡢ�

࢜� 㞴⫈⪅�

⿵⫈ჾ➼ࡢ౑⏝ࡶ࡚ࡗࡼ࡟㏻ᖖࡢヰኌࢆゎࡀ࡜ࡇࡿࡍᅔ㞴࡞⛬ᗘࡢࡶࡢ�

࢝� ゝㄒ㞀ᐖ⪅�

ཱྀ⵹⿣ࠊᵓ㡢ჾᐁࡦࡲࡢ➼ჾ㉁ⓗཪࡣᶵ⬟ⓗ࡞ᵓ㡢㞀ᐖྚࠊ⪅ࡿ࠶ࡢ㡢➼ヰࡋゝⴥࡅ࠾࡟

ࡢࡑࠊ⪅ࡿ࠶ࡀࢀ㐜ࡢⓎ㐩࡟ᇶ♏ⓗ஦㡯ࡢ⬟ゝㄒᶵ➼ࡃ⪺ࠊࡍヰࠊ⪅ࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࡢ࣒ࢬࣜࡿ

௚ࡿࡌ‽࡟ࢀࡇ⪅㸦ࡢࡽࢀࡇ㞀ᐖࡀ୺࡚ࡋ࡜௚ࡢ㞀ᐖ࡟㉳ᅉ࡟⪅࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍ㝈ࠋࡿ㸧

�ࡢࡶ࠸ࡋⴭࡀᗘ⛬ࡢࡑࠊ࡛

࢟� ⮬㛢⑕࣭᝟⥴㞀ᐖ⪅�

୍� ⮬㛢⑕ཪ࡟ࢀࡑࡣ㢮ࠊ࡛ࡢࡶࡿࡍ௚ேࡢ࡜ពᛮ␯㏻ཬࡧᑐே㛵ಀࡢᙧᡂࡀᅔ㞴࡛ࡿ࠶⛬�

ᗘࡢࡶࡢ�

஧� ୺࡚ࡋ࡜ᚰ⌮ⓗ࡞せᅉࡿࡼ࡟㑅ᢥᛶࢇ࠿㯲➼ࠊ࡛ࡢࡶࡿ࠶ࡀ♫఍⏕άࡢ࡬㐺ᛂࡀᅔ㞴࡛� �

�ࡢࡶࡢᗘ⛬ࡿ࠶

ղ� ␃ព஦㡯�

≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭࡚࠸࠾࡟ᩍ⫱ࡀ࡜ࡇࡿࡅཷࢆ㐺ᙜ࡞ඣ❺⏕ᚐࡢ㞀ᐖ࡟ุ᩿ࡢᙜࡢ࡚ࡗࡓ␃ព

஦㡯࢔ࠊࡣ㹼࢜ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸰㸦㸰㸧ྠ࡜ᵝ࡛࢝ࠊࡓࡲࠊࡾ࠶ཬࡢࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢟ࡧ㞀ᐖࡢ≧

ែࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟་Ꮫⓗ࡞デ᩿ࡢᚲせᛶࡶ༑ศ᳨࡟ウࠋ࡜ࡇࡿࡍุ᩿࡛ୖࡓࡋ�

㸦㸰㸧㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ�

Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜つ๎➨᮲ཬࡧ ����➨ ����᮲ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ࠺⾜ࢆሙྜࠊࡣ࡟�

௨ୗ࡟ྕྛࡢᥖࡿࡆ㞀ᐖࡢ✀㢮ཬࡧ⛬ᗘࡢඣ❺⏕ᚐࡢ⪅ࡢࡑࠊࡕ࠺ࡢ㞀ᐖࡢ≧ែࡢ⪅ࡢࡑࠊᩍ⫱

ୖᚲせ࡞ᨭ᥼ࡢෆᐜࠊᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱ࡢయไᩚࡢഛࡢ≧ἣࡢࡑ௚ࡢ஦᝟຺ࢆ᱌ࠊ࡚ࡋ㏻⣭ࡼ࡟

�ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⫱ᩍ࡞㐺ษࠊ࡚ࡋ࡜㇟ᑐࢆ⪅ࡿࡵㄆ࡜ࡿ࠶㐺ᙜ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡅཷࢆᣦᑟࡿ

㞀ᐖ࡟ุ᩿ࡢᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ࡟ᑐࡿࡍᩍ⫱ࡢ⤒㦂ࡿ࠶ࡢᩍဨ➼ࡿࡼ࡟ほᐹ࣭

᳨ᰝࠊᑓ㛛་ࡿࡼ࡟デ᩿➼࡟ᇶ࡙ࡁᩍ⫱Ꮫࠊ་Ꮫࠊᚰ⌮Ꮫ➼ࡢほⅬࡽ࠿⥲ྜⓗࡘ࠿ៅ㔜ࡇ࠺⾜࡟

ࠊ㐺ᛂᛶࡢᏛ⣭࡛ࡢ㏻ᖖࠊ࡚࠸ࡘ࡟ඣ❺⏕ᚐࡢࠎಶࠊࡳ㚷࡟㉁≉ࡢᣦᑟࡿࡼ࡟㏻⣭ࠊ㝿ࡢࡑࠋ࡜

㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ࡟せࡿࡍ㐺ṇ࡞᫬㛫➼ࢆ༑ศ⪃៖ࠋ࡜ࡇࡿࡍ�

ձ� 㞀ᐖࡢ✀㢮ཬࡧ⛬ᗘ�

�࢔ ゝㄒ㞀ᐖ⪅�

ཱྀ⵹⿣ࠊᵓ㡢ჾᐁࡦࡲࡢ➼ჾ㉁ⓗཪࡣᶵ⬟ⓗ࡞ᵓ㡢㞀ᐖྚࠊ⪅ࡿ࠶ࡢ㡢➼ヰࡋゝⴥࡅ࠾࡟

ࡢࡑࠊ⪅ࡿ࠶ࡀࢀ㐜ࡢⓎ㐩࡟ᇶ♏ⓗ஦㡯ࡢ⬟ゝㄒᶵ➼ࡃ⪺ࠊࡍヰࠊ⪅ࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࡢ࣒ࢬࣜࡿ

௚ࡿࡌ‽࡟ࢀࡇ⪅㸦ࡢࡽࢀࡇ㞀ᐖࡀ୺࡚ࡋ࡜௚ࡢ㞀ᐖ࡟㉳ᅉ࡟⪅࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍ㝈ࠋࡿ㸧

�ࡢࡶࡢᗘ⛬ࡿࡍ࡜ᚲせࢆᣦᑟ࡞ู≉㒊୍ࠊࡁཧຍ࡛ࡡࡴ࠾࠾࡟⩦ᏛࡢᏛ⣭࡛ࡢ㏻ᖖࠊ࡛
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�࢖ ⮬㛢⑕⪅�

⮬㛢⑕ཪ࡟ࢀࡑࡣ㢮ࠊ࡛ࡢࡶࡿࡍ㏻ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢᏛ⩦ࡡࡴ࠾࠾࡟ཧຍ୍࡛ࠊࡁ㒊≉ู࡞ᣦ

ᑟࢆᚲせࡿࡍ࡜⛬ᗘࡢࡶࡢ�

࢘� ᝟⥴㞀ᐖ⪅�

୺࡚ࡋ࡜ᚰ⌮ⓗ࡞せᅉࡿࡼ࡟㑅ᢥᛶࢇ࠿㯲➼ࠊ࡛ࡢࡶࡿ࠶ࡀ㏻ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢᏛ⩦ࡴ࠾࠾࡟

�ࡢࡶࡢᗘ⛬ࡿࡍ࡜ᚲせࢆᣦᑟ࡞ู≉㒊୍ࠊࡁཧຍ࡛ࡡ

࢚� ᙅど⪅�

ᣑ኱㙾➼ࡢ౑⏝ࡶ࡚ࡗࡼ࡟㏻ᖖᩥࡢᏐࠊᅗᙧ➼ࡢどぬࡿࡼ࡟ㄆ㆑ࡀᅔ㞴࡞⛬ᗘࠊ࡛⪅ࡢ㏻

ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢᏛ⩦ࡡࡴ࠾࠾࡟ཧຍ୍࡛ࠊࡁ㒊≉ู࡞ᣦᑟࢆᚲせࡢࡶࡿࡍ࡜�

࢜� 㞴⫈⪅�

⿵⫈ჾ➼ࡢ౑⏝ࡶ࡚ࡗࡼ࡟㏻ᖖࡢヰኌࢆゎࡀ࡜ࡇࡿࡍᅔ㞴࡞⛬ᗘࠊ࡛⪅ࡢ㏻ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢ�

Ꮫ⩦ࡡࡴ࠾࠾࡟ཧຍ୍࡛ࠊࡁ㒊≉ู࡞ᣦᑟࢆᚲせࡢࡶࡿࡍ࡜�

࢝� Ꮫ⩦㞀ᐖ⪅�

඲⯡ⓗ࡞▱ⓗⓎ㐩࡟㐜ࠊࡃ⪺ࠊࡀ࠸࡞ࡣࢀヰࠊࡍㄞࠊࡴ᭩ࠊࡃィ⟬ࡿࡍཪࡣ᥎ㄽࡿࡍ⬟ຊ� �

⛬ࡿࡍ࡜ᚲせࢆᣦᑟ࡞ู≉㒊୍ࠊ࡛ࡢࡶࡍ♧ࢆᅔ㞴࠸ࡋⴭ࡟⏝౑࡜ᚓ⩦ࡢࡢࡶࡢᐃ≉ࡕ࠺ࡢ

ᗘࡢࡶࡢ�

࢟� ὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖ⪅�

ᖺ㱋ཪࡣⓎ㐩࡟୙㔮࡞࠸ྜࡾὀពຊࠊཪࡣ⾪ືᛶ࣭ከືᛶࡀㄆࠊࢀࡽࡵ♫఍ⓗ࡞άືࡸᏛ

ᴗࡢᶵ⬟࡟ᨭ㞀୍ࠊ࡛ࡢࡶࡍࡓࡁࢆ㒊≉ู࡞ᣦᑟࢆᚲせࡿࡍ࡜⛬ᗘࡢࡶࡢ�

�ࢡ ⫥య୙⮬⏤⪅ࠊ⑓ᙅ⪅ཬࡧ㌟య⹫ᙅ⪅�

⫥య୙⮬⏤ࠊ⑓ᙅཪࡣ㌟య⹫ᙅࡢ⛬ᗘࠊࡀ㏻ᖖࡢᏛ⣭࡛ࡢᏛ⩦ࡡࡴ࠾࠾࡟ཧຍ୍࡛ࠊࡁ㒊�

�ࡢࡶࡢᗘ⛬ࡿࡍ࡜ᚲせࢆᣦᑟ࡞ู≉

ղ� ␃ព஦㡯�

㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡀ࡜ࡇࡿࡅཷࢆ㐺ᙜ࡞ඣ❺⏕ᚐࡢᣦᑟ࡟ᙜࡢ࡚ࡗࡓ␃ព஦㡯ࠊࡣ௨ୗࡢ㏻ࡾ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛

�࢔ Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜つ๎➨᮲ࡢつ ����ᐃ࡟ᇶ࡙ࠊࡁ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢู≉ࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ

⦅ᡂࠊᤵᴗ᫬ᩘࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᖹᡂ㸳ᖺᩥ㒊┬࿌♧➨㸵ྕ࡟ูࡾࡼ࡟ᐃྠࠋ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ᮲

ᨭ᥼ᏛᰯᑠᏛ㒊࣭୰Ꮫ㒊ู≉ࠊࡣ࡟ሙྜ࠺⾜ࢆᣦᑟ࡚ࡋᡂ⦆ࢆ⛬ᩍ⫱ㄢࡢู≉ࡾࡼ࡟つᐃࡢ

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࢆཧ⪃࡚ࡋ࡜ᐇ᪋ࠋ࡜ࡇࡿࡍ�

�࢖ ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡿࡅཷࢆඣ❺⏕ᚐࡢᡂ㛗ࡢ≧ἣࢆ⥲ྜⓗࠊࡵࡓࡿ࠼ࡽ࡜࡟ᣦᑟせ㘓࠸࠾࡟�

⤖ࡸᣦᑟෆᐜࠊᣦᑟᮇ㛫ࠊᤵᴗ᫬ᩘࡢᣦᑟࡿࡼ࡟㏻⣭ࠊᏛᰯྡࡿࡅཷࢆᣦᑟࡿࡼ࡟㏻⣭ࠊ࡚

ᯝ➼ࢆグධࠋ࡜ࡇࡿࡍ௚ࡢᏛᰯࡢඣ❺⏕ᚐ࡟ᑐࡋ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ࠺⾜ࢆᏛᰯࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㐺

ษ࡞ᣦᑟ࡛ୖ࠺⾜ࢆᚲせ࡞⠊ᅖ࡛㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢグ㘓ࢆసᡂࠋ࡜ࡇࡿࡍ�

࢘� ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢᐇ᪋࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢᢸᙜᩍဨࠊࡀඣ❺⏕ᚐࡢᅾ⡠Ꮫ⣭

資
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㸦௚ࡢᏛᰯ࡛㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡿࡅཷࢆሙྜࠊࡣ࡚ࡗ࠶࡟ᅾᏛࡿ࠸࡚ࡋᏛᰯࡢᅾ⡠Ꮫ⣭㸧ࡢᢸ

௵ᩍဨࡢ࡜㛫࡛ᐃᮇⓗ࡞᝟ሗ஺᥮ࠊࡾࡓࡗ⾜ࢆຓゝࠊ➼ࡿࡍࡾࡓࡗ⾜ࢆ୧⪅ࡢ㐃ᦠ༠ຊࡀᅗ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㓄៖࡟༑ศ࠺ࡼࡿࢀࡽ

࢚� ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࢆᢸᙜࡿࡍᩍဨࠊࡣᇶᮏⓗࡢࡇࠊࡣ࡟㏻▱ࡢ୍ࡢࡕ࠺ࡓࢀࡉ♧࡟㞀ᐖࡢ✀

㢮࡟ヱᙜࡿࡍඣ❺⏕ᚐࢆᣦᑟࠊࡀࡿ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍᙜヱᩍဨࡀ᭷ࡿࡍᑓ㛛ᛶࡸᣦᑟ᪉ἲࡢ㢮ఝ

ᛶ➼࡟ᛂࠊ࡚ࡌᙜヱ㞀ᐖࡢ✀㢮ࡿ࡞␗ࡣ࡜㞀ᐖࡢ✀㢮࡟ヱᙜࡿࡍඣ❺⏕ᚐࢆᣦᑟࡀ࡜ࡇࡿࡍ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡁ࡛

࢜� ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟ࡟࠺⾜ࢆ㝿ࠊࡣ࡚ࡋᚲせ࡟ᛂᰯࠊࡌ㛗ࠊᩍ㢌ࠊ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ

᳨ࢆᚲせᛶࡢࡑࠊ࡚࠸࠾࡟ෆጤဨ఍ᰯࡿࡍᵓᡂ࡛⪅ࡿࢀࢃᛮ࡜௚ᚲせࡢࡑࠊᢸ௵ᩍဨࠊ࣮ࢱ

ウྛࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㒔㐨ᗓ┴ᩍ⫱ጤဨ఍➼࡟タࡓࢀࡽࡅᑓ㛛ᐙࡸ࣒࣮ࢳᕠᅇ┦ㄯ➼ࢆά⏝ࡍ

�ࠋ࡜ࡇࡿ

࢝� ㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢᑐ㇟࡟ุ᩿ࡢ࠿ྰ࠿ࡿࡍ࡜ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ་Ꮫⓗ࡞デ᩿ࡢ᭷↓ࡽ࡜࡟ࡳࡢ�

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍุ᩿ࡽ࠿ぢᆅ࡞ⓗྜ⥲ࠊࡋព␃࠺ࡼ࠸࡞ࡢ࡜ࡇࡿࢀࢃ

࢟� Ꮫ⩦㞀ᐖཪࡣὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࡢඣ❺⏕ᚐࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㏻⣭ࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢᑐ㇟ࡲࡿࡍ࡜

Ꮫ⩦ෆࠊ⏝άࡢࢢࣥࢳ࣮࢕ࢸ࣭࣒࣮࢕ࢸࡸ㓄៖࡞㐺ษࡢᩍဨࡿࡅ࠾࡟Ꮫ⣭ࡢ㏻ᖖࠊࡃ࡞ࡶ࡛

ᐜࡢ⇍⩦ࡢ⛬ᗘ࡟ᛂࡓࡌᣦᑟࡢᕤኵ➼ࠊࡾࡼ࡟ᑐᛂࡀ࡜ࡇࡿࡍ㐺ษ࡛ࡶ⪅ࡿ࠶ከࡿࢀࡽࡳࡃ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍ༑ศ␃ព࡟࡜ࡇ

�

㸲ࡢࡑ�௚�

㸦㸯㸧㔜」㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼࡚࠸ࡘ࡟�

㔜」㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢ⪅ࡢࡑࠊࡶ࡚࠸ࡘ࡟㞀ᐖࡢ≧ែࡢ⪅ࡢࡑࠊᩍ⫱ୖᚲせ࡞ᨭ᥼ࡢෆ

ᐜࠊᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱ࡢయไᩚࡢഛࡢ≧ἣࡢࡑ௚ࡢ஦᝟຺ࢆ᱌ࠊ࡚ࡋᑵᏛඛࡢỴᐃ➼ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ�

㸦㸰㸧ᑵᏛ⩏ົࡢ⊰ணཪࡣච㝖࡚࠸ࡘ࡟�

἞⒪ཪࡣ⏕࿨࣭೺ᗣࡢ⥔ᣢࡵࡓࡢ⒪㣴࡟ᑓᛕࢆ࡜ࡇࡿࡍᚲせࠊࡋ࡜ᩍ⫱ࡀ࡜ࡇࡿࡅཷࢆᅔ㞴ཪ

࠺⾜࡟ៅ㔜ࢆ⨨ᥐࡢච㝖ࡣணཪ⊱ࡢົ⩏ᑵᏛࠊࡾࡼ࡟ฟ࠸㢪ࡢ⪅ಖㆤࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⪅࡞⬟୙ྍࡣ

�ࠋ࡜ࡇ

�

➨㸰� ᪩ᮇ୍ࡢࡽ࠿㈏ࡓࡋᨭ᥼࡚࠸ࡘ࡟�

㸯� ᩍ⫱┦ㄯయไᩚࡢഛ�

ᕷ⏫ᮧࡢᩍ⫱ጤဨ఍ࠊࡣ་⒪ࠊಖ೺ࠊ♴⚟ࠊປാ➼ࡢ㛵ಀᶵ㛵࡜㐃ᦠࢆᅗࠊࡘࡘࡾஙᗂඣᮇࡽ࠿

Ꮫᰯ༞ᴗᚋ୍ࡢ࡛ࡲ㈏ࡓࡋᩍ⫱┦ㄯయไᩚࡢഛࢆ㐍ࡀ࡜ࡇࡿࡵ㔜せ࡛ࠊࡓࡲࠋ࡜ࡇࡿ࠶㒔㐨ᗓ┴ࡢ

ᩍ⫱ጤဨ఍ࠊࡣᑓ㛛ᐙࡿࡼ࡟ᕠᅇᣦᑟࠊࡾࡓࡗ⾜ࢆ㛵ಀ⪅࡟ᑐࡿࡍ◊ಟࢆᐇ᪋ࠊ➼ࡿࡍᕷ⏫ᮧࡢᩍ

⫱ጤဨ఍ࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱┦ㄯయไᩚࡢഛࢆᨭ᥼ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㐺ᙜ࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶�

�



120

�ٹك૚ரৢੴಉق�ৱમٹ

�

����
�

㸰� ಶูࡢᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬➼ࡢసᡂ�

᪩ᮇ୍ࡢࡽ࠿㈏ࡓࡋᨭ᥼ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢ㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢᡂ㛗グ㘓ࡸᣦᑟෆᐜ➼࡟㛵ࡿࡍ᝟

ሗࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᮏே࣭ಖㆤ⪅ࡢ஢ゎࢆᚓ࡟࠸ᢅࡢࡑࠊ࡛ୖࡓ␃ពࠊࡘࡘࡋᚲせ࡟ᛂ࡚ࡌ㛵ಀᶵ㛵ࡀඹ

᭷ࡋά⏝ࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋồࠋ࡜ࡇࡿࢀࡽࡵ�

࡚࠸࠾࡟ᅬ࣭ᗂ⛶ᅬ࣭ಖ⫱ᡤࡶ࡝ࡇㄆᐃࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᩍ⫱ጤဨ఍ࡢᕷ⏫ᮧࠊࡽ࠿ほⅬ࡞࠺ࡼࡢࡇ

సᡂࡓࢀࡉಶูࡢᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬➼ࠊࡸ㞀ᐖඣ┦ㄯᨭ᥼஦ᴗᡤ࡛సᡂࡿ࠸࡚ࢀࡉ㞀ᐖඣᨭ᥼฼⏝ィ⏬

㏣ຍࡢ㐺ᐅ㈨ᩱࠊࡘࡘࡋ⏝ά࡟᭷ຠࢆ➼⏬ಶูᨭ᥼ィࡿ࠸࡚ࢀࡉ㞀ᐖඣ㏻ᡤᨭ᥼஦ᴗᡤ➼࡛సᡂࡸ

ᩍࡢಶูࠕࡿࡅ࠾࡟ᙜヱᕷ⏫ᮧࠊࡋඖ໬୍ࢆ᝟ሗࡿࡍ㛵࡟➼ඣ❺⏕ᚐࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊ࡛ୖࡓࡗ⾜ࢆ➼

⫱ᨭ᥼ィ⏬ ࣝ࢖࢓ࣇㄯᨭ᥼┦ࠕࠖ 㐺ࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀࡢ࡝࡞ࡄ⥅ࡁᘬ࡬➼ᑠ୰Ꮫᰯ࡚ࡋ࡜ࠖ➼

ᙜ࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶�

�

㸱� ᑵᏛඛ➼ࡢぢ┤ࡋ�

ᑵᏛ᫬࡟ỴᐃࠕࡓࡋᏛࡢࡧሙࠖࠊࡣᅛᐃࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡓࡋඣ❺⏕ᚐࡢⓎ㐩ࡢ⛬ᗘࠊ

㐺ᛂࡢ≧ἣ➼຺ࢆ᱌ࠊࡽࡀ࡞ࡋᰂ㌾࡟㌿Ꮫࡢ࡚࡭ࡍࠊࢆ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀ㛵ಀ⪅ࡢඹ㏻⌮ゎ࡜ࡇࡿࡍ࡜

ᐃᮇࢆ➼఍㆟ࡿࡼ࡟⪅㛵ಀࡃᇶ࡙࡟➼⏬ᩍ⫱ᨭ᥼ィࡢಶูࡢ㸰ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢࡇࠋ࡜ࡇࡿ࠶㐺ᙜ࡛ࡀ

ⓗ࡟ᐇ᪋ࠊࡋᚲせ࡟ᛂ࡚ࡌಶูࡢᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬➼ࢆぢ┤ࠊࡋᑵᏛඛ➼ࢆኚ᭦࡛ࡃ࠸࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡿࡁ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶㐺ᙜ࡛ࡀ࡜ࡇ

�

㸲� ᩍ⫱ᨭ᥼ጤဨ఍㸦௬⛠㸧�

⌧ᅾࠊከࡢࡃᕷ⏫ᮧࡢᩍ⫱ጤဨ఍࡟タ⨨ࠕࡿ࠸࡚ࢀࡉᑵᏛᣦᑟጤဨ఍ࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟᪩ᮇࡢࡽ࠿

ᩍ⫱┦ㄯ࣭ᨭ᥼ࡸᑵᏛඛỴᐃ᫬ࡢࡑࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢᚋ୍ࡢ㈏ࡓࡋᨭ᥼ࡶ࡚࠸ࡘ࡟ຓゝ࠺࠸࡜࠺⾜ࢆほ

Ⅼࡽ࠿ᶵ⬟ࡢᣑ඘ࢆᅗࠕࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿᩍ⫱ᨭ᥼ጤဨ఍ 㸦ࠖ௬⛠㸧ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡜⛠ྡࡓࡗ࠸࡜㐺ᙜ࡛࠶

�࡜ࡇࡿ

�

� �
資

料



121

�ٹك૚ரৢੴಉق�ৱમٹ

�

����
�

㸱� ᩍ⫱ᨭ᥼㈨ᩱ� 㹼㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ౪ࡢᑵᏛᡭ⥆࡜᪩ᮇ୍ࡢࡽ࠿㈏ࡓࡋᨭ᥼ࡢ඘ᐇ㹼�

㸦ᖹᡂ �� ᖺ �� ᭶� ᩥ㒊⛉Ꮫ┬㸧� ࠙ᢤ⢋ࠚ�

�

➨㸱⦅�

ϯ㸳㸦㸯㸧⮬㛢⑕ࡢᴫせ� ࠙ᢤ⢋ࠚ�

⮬㛢⑕ࠊࡣ࡜ձ�௚ேࡢ࡜♫఍ⓗ㛵ಀࡢᙧᡂࡢᅔ㞴ࠊࡉղ�ゝⴥࡢⓎ㐩ࡢ㐜ࠊࢀճ�⯆࿡ࡸ㛵

ᚰࡃ⊂ࡀ≉ᐃࢆ࡜ࡇࡿࢃࡔࡇ࡟ࡢࡶࡢ≉ᚩࡿࡍ࡜Ⓨ㐩ࡢ㞀ᐖ࡛ࡢࡑࠋࡿ࠶≉ᚩࠊࡣ㸱ṓ࠸ࡽࡃ

ࡽఱ࡟୰ᯡ⚄⤒⣔ࠋࡿ࠶ࡶ࡜ࡇ࠸࡞ࡋ㢧ᅾࡀၥ㢟࡛ࡲᑠᏛ⏕ᖺ௦ࠊࡀ࠸ከࡀ࡜ࡇࡿࢀ⌧࡟࡛ࡲ

�ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ᥎ᐃ࡜ࡿ࠶ࡀᶵ⬟୙඲ࡿࡼ࡟せᅉࡢ࠿

࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠊ࡟ᵝྠࠋࡍᣦࢆ㛢⑕⮬࠸࡞ࢃకࢆࢀ㐜ࡢⓗⓎ㐩▱ࠊࡣ࡜㧗ᶵ⬟⮬㛢⑕ࠊ࠾࡞

⑕ೃ⩌㸦࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔㞀ᐖ㸧ࠊࡣ⮬㛢⑕ୖࡢ఩ᴫᛕ࡛ࡿ࠶ᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖ࡟ࡘ୍ࡢศ㢮ࠊࢀࡉ

▱ⓗⓎ㐩࡜ゝㄒⓎ㐩࡟㐜ୖࠊࡃ࡞ࡣࢀグ㸱ࡢࡘ⮬㛢⑕ࡢ≉ᛶࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡕ࠺ࡢ㞀

ᐖࡀẚ㍑ⓗ┠❧࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠋ࠸࡞ࡓ⑕ೃ⩌ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ≉ᚩ୍ࠊ࡚ࡋ࡜᪉ⓗ࡟⮬

ศࡢヰ㢟୰ᚰ࡟ヰࡘࡏ┤ࠊࡋⓗࡀ⌧⾲࡞ከࠊࡃ┦ᡭࡢヰࡓࡲࠊࡾࡓࡗ࠿࡞࠿⪺ࢆ┦ᡭࡀㄡ࡛ࡗ࠶

�ࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋࢆヰ࡟➼ᑐࡶ࡚

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

Ϯ㸲㸦㸯㸧᝟⥴㞀ᐖࡢᴫせ� ࠙ᢤ⢋ࠚ�

᝟⥴㞀ᐖࠊࡣ࡜≧ἣ࠸࡞ࢃྜ࡟ឤ᝟࣭Ẽศࡀᣢ⥆ࠊࡋ୙㐺ษࡀື⾜࡞ᘬࡁ㉳ࡽࢀࡑࠊࢀࡉࡇ

࡞ࡃ࡞ࡁ㐺ᛂ࡛࡟఍⏕ά♫ࡸᏛᰯ⏕άࠊࡋ⥆⥅ࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࡣពᛮ࡛ࡢศ⮬ࢆ

ཧ⪃�

����ᖺࠊ⡿ᅜ⢭⚄་Ꮫ఍ࡿࡼ࡟⢭⚄㞀ᐖࡢศ㢮࡜デ᩿ᇶ‽ࡢᮏࡢᨵゞ∧㸦➨�∧㸧

㸦'LDJQRVWLF�DQG�6WDWLVWLFDO�0DQXDO�RI�0HQWDO�'LVRUGHUV��WK�HG���'60��㸧ࡀ�ห⾜ࢀࡉ

㛢⮬ࡀㄒ⏝ࡢ''3ࠊᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖSHUYDVLYH�GHYHORSPHQWDO�GLVRUGHUVࠊࡣ60��࡛'ࡢࡇࠋࡓ

⑕࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ㞀ᐖDXWLVP�VSHFWUXP�GLVRUGHU࠺࠸࡜'$6ࠊ⏝ㄒ࡟ኚ᭦ࠋࡓࢀࡉ⮬㛢⑕ࢡ࣌ࢫ

ࡽࢃ࠿࠿࡟᭷↓࣭⛬ᗘࡢၥ㢟ࡢ௚ࡢࡑ࡝࡞㞀ᐖ⬟▱ࠊࡣேࡿ࠶ࡀᚩ≉࡞㛢ⓗ⮬ࠊࡣ࡜࣒ࣛࢺ

༊ศ࡜࡝࡞⩌⑕ೃ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࡸ㛢⑕⮬ࡣⅬ࡛ࡢࡑࠊࡋ࡜ᚲせࢆᨭ᥼࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࡢࡑࠊࡎ

ୗ఩ศ㢮ࡢᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࡢ࡝࡞⩌⑕ೃ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࡸ㛢⑕⮬ࠊ࡜ព࿡࠺࠸࡜࠸ࡼ࡚ࡃ࡞ࡋ

࡜ࡇࡿ࠼⪄࡜ࡢࡶࡢࡘ୍ࡿ࠸࡚ࡋ⥆㐃࡚ࡋ࡜ែീ≦ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡓࡋ❧⊃ࢀࡒࢀࡑࡣែ≦ࡢ

㞀࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ㛢⑕⮬ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ࠶ᴫᛕ࡛ࡓࢀࡲྵࡀ࠸ព࿡ྜࡢࡘ஧࠺࠸࡜ࡿࡁ࡛ࡀ

ᐖࡣ࡟ୗ఩ศ㢮ࠊࡃ࡞ࡀ⮬㛢ⓗ࡞≉ᚩࡿ࠶ࡢᏊ౪ࡣ඲࡚⮬㛢⑕࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ㞀ᐖࡢデ᩿ྡ࡜

�ࠋࡿ࡞

DXWLVP�VSHFWUXP�GLVRUGHUࠊ࠾࡞ ࢫ㛢⑕⮬࡟௚ࡢ㞀ᐖ࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ㛢⑕⮬ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ヂࡢ

ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉウ᳨ࡀㄒ⏝࡞ࠎᵝ࡝࡞࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ㛢ᛶ⮬ࠊ⑕࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ㛢⑕⮬ࠊ࣒ࣛࢺࢡ࣌

⌧᫬Ⅼ࡛ࡣᮍᐃ࡛ࠋࡿ࠶�
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�ࠋ࠺࠸ࢆែ≦ࡿ

ᚰ⌮㠃࡛ឤ᝟ࡸẼศࡢኚ໬ࡢ࡝ࠊ࡟⯡୍ࠊࡣேࡶ࡟㉳ࠊࡀࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡁከ୍ࡣࡃ㐣ᛶ࡛࠶

ࠊࡾࡓࢀࡉ㏉ࡾ⧞ࡶఱᗘࡀࢀࡑࠊࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞ᑡࡣ࡜ࡇࡿࢀࡉ࡟ၥ㢟࡛ࡢࡿࡍ⁛ᾘ࡟ࡄࡍ�ࠊࡾ

ࡿ࠶࡟ែ≦࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡿ࠶ࡀሙྜࡍ᮶ࢆ୙㐺ᛂ≧ែ࡞఍ⓗ♫ࠊ࡚ࡋ࡝࡞ࡿࡍࡾࡓࢀ⌧ࡃࡋ⃭

Ꮚ౪࡞ู≉ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᩍ⫱ⓗᑐᛂࡀᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ከࠋ࠸�

࡟࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡗࢃࡔࡇࡀศ⮬࡟ఱࠊ࠿ཎᅉࡀఱࡶศ࡛⮬ࠊࡣ࡚ࡋ࡜᪉ࢀ⌧ࡢ᝟⥴㞀ᐖࠊࡓࡲ

㐺ࠊࡾࡓࡗ࡞ࡃᙉࡀഴྥ࡞࠺ࡼࡿࡶࡇࡌ㛢ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ㛗ᮇ໬ࡀែ≦࠸࡞ࡋእฟࠊࡎ࠿Ẽ࡙ࡶ

ษ࡞ᑐே㛵ಀࡀᙧᡂ୍࡛ࡿࡍࡾࡓࡗ࠿࡞ࡁ᪉࡛ࠊ௚ேࢆᨷᧁࠊࡾࡓࡋ◚ቯⓗ࡛ࡼࡿࡍࡾࡓࡗ࠶

�ࠋࡿ࠶ࡶሙྜࡿࢀ⌧࡚ࡋ࡜࡝࡞ࢡࢵࢳࠊື⾜ᖖྠࠊከືࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࢀࡽぢࡶື⾜࡞࠺

�

ϰ㸳㸦㸯㸧Ꮫ⩦㞀ᐖࡢᴫせ� ࠙ᢤ⢋ࠚ�

Ꮫ⩦㞀ᐖ�㹊㹂㸸/HDUQLQJ�'LVDELOLWLHV�ࠊࡣ࡜ᇶᮏⓗࠊࡣ࡟඲⯡ⓗ࡞▱ⓗⓎ㐩࡟㐜࡞ࡣࢀ

⏝౑࡜ᚓ⩦ࡢࡢࡶࡢᐃ≉ࠊࡕ࠺ࡢຊ⬟ࡿࡍ᥎ㄽࡣཪࡿࡍ⟭ィࠊࡃ᭩ࠊࡴㄞࠊࡍヰࠊࡃ⪺ࠊࡀ࠸

୰ᯡ⚄⤒⣔ࠊ࡚ࡋ࡜ཎᅉࡢࡑࠊࡣᏛ⩦㞀ᐖࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍᣦࢆែ≦࡞ࠎᵝࡍ♧ࢆᅔ㞴࠸ࡋⴭ࡟

⥴᝟ࠊⓗ㞀ᐖ▱ࠊぬ㞀ᐖ⫈ࠊどぬ㞀ᐖࠊࡀࡿࢀࡉ᥎ᐃ࡜ࡿ࠶ࡀᶵ⬟୙඲ࡿࡼ࡟せᅉࡢ࠿ࡽఱ࡟

㞀ᐖࡢ࡝࡞㞀ᐖࠊࡸ⎔ቃⓗ࡞せᅉࡀ┤᥋ⓗ࡞ཎᅉࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ࡞࡜�

�

ϱ㸳㸦㸯㸧ὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࡢᴫせ� ࠙ᢤ⢋ࠚ�

ὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖ�㸿㹂㹆㹂㸸$WWHQWLRQ�'HILFLW�+\SHUDFWLYLW\�'LVRUGHU�ࠊࡣ࡜ᖺ㱋࠶

άື࡞఍ⓗ♫ࠊࡾ࠶㞀ᐖ࡛ࡿࡍ࡜ᚩ≉ࢆᛶ࣭ከືᛶື⾪ࡣཪࠊὀពຊ࡞࠸୙㔮ྜ࡟Ⓨ㐩ࡣ࠸ࡿ

ࡍ⥆⥅ࡀែ≦ࡢࡑࠊࢀ⌧࡟㏻ᖖ㸵ṓ௨๓ࠋࡿ࠶ែ࡛≦ࡍ♧ࢆᅔ㞴࠸ࡋⴭ࡛ୖࡴႠࢆᏛᰯ⏕άࡸ

せᅉࡢ࠿ࡽఱ࡟୰ᯡ⚄⤒⣔ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ཎᅉࡢὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ

�ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ᥎ᐃ࡜ࡿ࠶ࡀᶵ⬟୙඲ࡿࡼ࡟

୍ᐃ⛬ᗘࡢ୙ὀពࠊཪࡣ⾪ືᛶ࣭ከືᛶࠊࡣⓎ㐩ẁ㝵ࡢ㏵ୖࡢ࡝ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟Ꮚ౪࡚࠸࠾࡟

ࡍ♧ࢆᛶ࣭ከືᛶື⾪ࡣཪࠊ୙ὀពࠊࡣὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿᚓࢀ⌧ࡶ

≧ែࡀࡽࢀࡑࡘ࠿ࠊࡋ⥆⥅ࡀ♫఍ⓗ࡞άືࡸᏛᰯ⏕άࢆႠ࡛ୖࡴⴭ࠸ࡋᅔ㞴ࡍ♧ࢆ⛬ᗘࡢ≧ែ

�ࠋࡍᣦࢆ

�

�

�

�

�

�

� �

資
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㸲� 㸦ᖹᡂ࡚࠸ࡘ࡟⏝౑ࡢㄒ⏝ࡢⓎ㐩㞀ᐖࠖࠕ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥ᩥ㒊⛉Ꮫ┬㸧�

�

�࡚࠸ࡘ࡟⏝౑ࡢㄒ⏝ࡢⓎ㐩㞀ᐖࠖࠕ

�

ᖹᡂ �� ᖺ �᭶ �� ᪥�

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ㄢ�

�

� ௒⯡ࠊᙜㄢࠊ'+'$ࠊ'/ࠕࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㧗ᶵ⬟⮬㛢⑕➼ࠖࡢ࡜⾲グࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᅜẸࢃࡢ

⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࠊ࡛ୖࡓࡋ⌮ᩚࡾ࠾࡜ࡢୗグࠊࡽ࠿⏤⌮ࡢ➼ࡉࡍࡸࡋࡢ㐃ᦠࡢ࡜௚┬ᗇࠊࡸࡉࡍࡸࡾ࠿

ᨭ᥼ἲࡢᐃ⩏ࠕࡿࡼ࡟Ⓨ㐩㞀ᐖࠖࡢ࡜⾲グ࡟᥮ࠋࡍࡲࡋࡏࡽ▱࠾࡛ࡢࡓࡋࡲࡋ࡜࡜ࡇࡿ࠼�

グ�

�㸬௒ᚋࠊᙜㄢᩥࡢ᭩࡛౑⏝ࡿࡍ⏝ㄒࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ཎ๎ࠕ࡚ࡋ࡜Ⓨ㐩㞀ᐖࠖ࡜⾲グࠋࡿࡍ�

�ࠋࡿࡼ࡟⩏ᐃࡢⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲࠊࡣ⠊ᅖࡢ㞀ᐖࡍ♧ࡢㄒ⏝ࡢࡑࠊࡓࡲ

�㸬ୖグ 㞀ᐖࡓ࠸࡚ࡋ⌧⾲࡜ࠖ➼㧗ᶵ⬟⮬㛢⑕ࠊ'+'$ࠊ'/ࠕࡽ࠿௨๓ࠊࡣ⠊ᅖࡢⓎ㐩㞀ᐖࠖࠕࡢ�

㧗ᶵ⬟௨ࠊࡀࡿ࡞࡜ࡢࡶ࠸ᗈࡾࡼ࡝࡞ࡴྵࢆ⯡㛢⑕඲⮬ࡎࡽ࡞ࡳࡢ⬟㧗ᶵࠊ࡜ࡿࡍẚ㍑࡜⠊ᅖࡢ

እࡢ⮬㛢⑕⪅ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟௨๓ࡓࡲࠊࡽ࠿௒ᚋࡶ࡜≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ࡢᑐ㇟࡛࡟࡜ࡇࡿ࠶ኚ໬ࠋ࠸࡞ࡣ�

�㸬ୖグࠕࡾࡼ࡟Ⓨ㐩㞀ᐖࠖࡿ࠶ࡢᗂඣඣ❺⏕ᚐࠊࡣ㏻ᖖࡢᏛ⣭௨እࡶ࡟ᅾ⡠ࠊࡀࡿ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ

ᙜヱᗂඣඣ❺⏕ᚐࡢ࡝ࠊࡀᏛᰯ✀ࠊᏛ⣭࡟ᑵᏛࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟࠿ࡁ࡭ࡍἲ௧࡟ᇶ࡙ࡁ㐺ษࡉุ᩿࡟

�ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡁ࡭ࡿࢀ

�㸬ࠕ㍍ᗘⓎ㐩㞀ᐖࠖࡢ⾲グࡢࡑࠊࡣព࿡ࡿࡍ⠊ᅖࡀᚲࠊࡽ࠿⏤⌮ࡢ➼࡜ࡇ࠸࡞ࡣ࡛☜᫂ࡶࡋࡎ௒

ᚋᙜㄢࡣ࡚࠸࠾࡟ཎ๎࡚ࡋ࡜౑⏝ࠋ࠸࡞ࡋ�

�㸬Ꮫ⾡ⓗ࡞Ⓨ㐩㞀ᐖ࡜⾜ᨻᨻ⟇ୖࡢⓎ㐩㞀ᐖࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡋ⮴୍ࡣ࡜ㄪᰝࡢᑐ㇟࡝࡞ṇ☜ࡀࡉồ

�ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡆጉࢆ࡝࡞࡜ࡇࡿࡍグิࢆ✀㞀ᐖ࡚ࡌᛂ࡟ᚲせࠊࡣ࡟ሙྜࡿࢀࡽࡵ

ͤヲ⣽ูࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⣬ �㹼ࡈࢆ�ཧ↷ࠋ࠸ࡉࡔࡃ�

㻌

�



124

�ٹك૚ரৢੴಉق�ৱમٹ

�

����
�

㸺ู⣬ 1㸼�

Ⓨ㐩㞀ᐖࡢἲ௧ୖࡢᐃ⩏�

� �Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ㸦ᖹᡂ��ᖺ��᭶��᪥ۑ ἲᚊ➨���ྕ㸧㸦ᢒ㸧�
�

�㸦┠ⓗ㸧�

�➨㸯᮲� Ⓨ㐩㞀ᐖ࡟ࡵࡓࡢ㐍ಁࡢ఍⏕ά♫࡞⁥෇ࡧⓎ㐩ཬ࡞㐺ṇࡢ⬟ᚰ⌮ᶵࡢ⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࠊࡣἲᚊࡢࡇ

࠺⾜ࢆᨭ᥼ࡢ⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࡃ࡞┠ࢀษࠊ࡟ࡶ࡜࡜࡜ࡇ࠺⾜ࢆⓎ㐩ᨭ᥼࡟᪩ᮇࡅࡔࡿࡁⓎ⌧ᚋ࡛ࡢ≦⑕ࡢ

ࠊࡾ࡜ࡗࡢ࡟ᛕ⌮࡞ᇶᮏⓗࡢ�ྕ��➨᫛࿴��ᖺἲᚊ�㞀ᐖ⪅ᇶᮏἲࠊࡳ㚷࡟࡜ࡇࡿ࠶㔜せ࡛࡟≉ࡀ࡜ࡇ

Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ࡀᇶᮏⓗேᶒࢆாཷࡿࡍಶேࡢ࡚ࡋ࡜ᑛཝ࠸ࡋࢃࡉࡩ࡟᪥ᖖ⏕άཪࡣ♫఍⏕άࢆႠࡇࡴ

㈐ົࡢᆅ᪉බඹᅋయࡧᅜཬࡿࡍ㛵࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆⓎ㐩ᨭ᥼ࠊࡋⓎぢ࡟᪩ᮇࢆⓎ㐩㞀ᐖࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜

Ⓨ㐩㞀ࠊᨭ᥼ࡢᑵປࡢ⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࠊᨭ᥼ࡢ࡬⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࡿࡅ࠾࡟⫱Ꮫᰯᩍࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ

ᐖ⪅ᨭ᥼ࡢ࣮ࢱࣥࢭᣦᐃ➼࡚࠸ࡘ࡟ᐃࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡵⓎ㐩㞀ᐖ⪅ࡢ⮬❧ཬࡧ♫఍ཧຍࡢࡑࡢࡵࡓࡢ

⏕ά඲⯡ࡿࡓࢃ࡟ᨭ᥼ࢆᅗ࡚ࡗࡶࠊࡾ඲࡚ࡢᅜẸࠊࡀ㞀ᐖࡢ᭷↓࡚ࡗࡼ࡟ศࡅ㝸࡚ࠊࡃ࡞࡜ࡇࡿࢀࡽ

┦஫࡟ே᱁࡜ಶᛶࢆᑛ㔜ࡽࡀ࡞࠸ྜࡋඹ⏕ࡿࡍ♫఍ࡢᐇ⌧࡟㈨ࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗࠋࡿࡍ࡜�

�㸦ᐃ⩏㸧�

�➨㸰᮲� ࠊᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࡢ௚ࡢࡑ⩌⑕ೃ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠊ㛢⑕⮬ࠊࡣ࡜Ⓨ㐩㞀ᐖࠖࠕ࡚࠸࠾࡟ἲᚊࡢࡇ

Ꮫ⩦㞀ᐖࠊὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࡢࡑ௚࡟ࢀࡇ㢮ࡿࡍ⬻ᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ࡛ࡢࡑ࡚ࡗ࠶⑕≧ࡀ㏻ᖖపᖺ㱋࠾࡟

�ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡵᨻ௧࡛ᐃ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ⌧Ⓨ࡚࠸

㸰� ࡾࡼ࡟఍ⓗ㞀ቨ♫ࡧⓎ㐩㞀ᐖཬ࡚ࡗ࠶࡛⪅ࡿ࠶ࡀⓎ㐩㞀ᐖࠊࡣ࡜ࠖ⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࠕ࡚࠸࠾࡟ἲᚊࡢࡇ

᪥ᖖ⏕άཪࡣ♫఍⏕ά࡟ไ㝈ࠕࠊ࠸࠸ࢆࡢࡶࡿࡅཷࢆⓎ㐩㞀ᐖඣࠖࠊࡣ࡜Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ࡕ࠺ࡢ��ṓᮍ‶

�ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡢ

�㸱ཬࡧ㸲� 㸦␎㸧�

�

�Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜௧㸦ᖹᡂ��ᖺ㸲᭶㸯᪥ۑ�� ᨻ௧➨���ྕ㸧㸦ᢒ㸧�
��

��� ෆ㛶ࠊࡣⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ㸦ᖹᡂ��ᖺἲᚊ➨���ྕ㸧➨㸰᮲➨㸯㡯ࠊ➨��᮲➨㸯㡯ཬࡧ➨��᮲ࡢつᐃ

�ࠋࡿࡍไᐃࢆᨻ௧ࡢࡇࠊࡁᇶ࡙࡟

㸦Ⓨ㐩㞀ᐖࡢᐃ⩏㸧�

�➨㸯᮲� Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ㸦௨ୗࠕἲࠖࠋ࠺࠸࡜㸧➨㸰᮲➨㸯㡯ࡢᨻ௧࡛ᐃࡿࡵ㞀ᐖࠊࡣ⬻ᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ

௚ཌࡢࡑ㞀ᐖࡢ༠ㄪ㐠ືࠊ㞀ᐖࡢゝㄒࠊࡕ࠺ࡢࡢࡶࡿࡍ⌧Ⓨ࡚࠸࠾࡟㏻ᖖపᖺ㱋ࡀ≦⑕ࡢࡑ࡚ࡗ࠶࡛

⏕ປാ┬௧࡛ᐃࡿࡵ㞀ᐖࠋࡿࡍ࡜�

�

�ᖹᡂ17ᖺ㸲᭶㸯᪥�Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜つ๎ۑ ཌ⏕ປാ┬➨81ྕ㸧㸦ᢒ㸧 
 
� � Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜௧�ᖹᡂ17ᖺᨻ௧➨150ྕ�➨㸯᮲ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࠊࡁⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜つ๎

�ࠋࡿࡵᐃ࡟࠺ࡼࡢḟࢆ

    ᖹᡂ17ᖺ㸲᭶㸯᪥� � � � �              � � � � � � � � ཌ⏕ປാ኱⮧� ᑿ㎷� ⚽ஂ�

�

  � Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜௧➨㸯᮲ࡢཌ⏕ປാ┬௧࡛ᐃࡿࡵ㞀ᐖࠊࡣᚰ⌮ⓗⓎ㐩ࡢ㞀ᐖ୪࡟ࡧ⾜ືཬࡧ

᝟⥴ࡢ㞀ᐖ�⮬㛢⑕࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠊ⑕ೃ⩌ࡢࡑ௚ࡢᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࠊᏛ⩦㞀ᐖࠊὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࠊ

ゝㄒࡢ㞀ᐖཬࡧ༠ㄪ㐠ືࡢ㞀ᐖࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࠋࡿࡍ࡜�

資
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Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ࡛ᐃ⩏ࠕࡓࢀࡉⓎ㐩㞀ᐖࠖࡢ⠊ᅖᅗ�

�

㸺Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ㸼�
�

⮬㛢⑕࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠊ⑕ೃ⩌ࡢࡑ௚ࡢᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖ�
�
�

Ꮫ⩦㞀ᐖ�
�
�

ὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖ�
�
�

ᨻ௧࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ⌧㏻ᖖపᖺ㱋࡛Ⓨࡀ≦⑕ࡢࡑ࡚ࡗ࠶㞀ᐖ࡛ࡢ⬟ᶵ⬻ࡿࡍ㢮࡟ࢀࡇ௚ࡢࡑ

࡛ᐃࡢࡶࡿࡵ�
�

�

�㸺Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜௧�ᨻ௧�㸼�
�

⬻ᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ࡛ࡢࡑࠊ࡚ࡗ࠶⑕≧ࡀ㏻ᖖపᖺ㱋࡛Ⓨ⌧ࠊࡕ࠺ࡢࡢࡶࡿࡍ�
�

��ゝㄒࡢ㞀ᐖ�
�

� ༠ㄪ㐠ືࡢ㞀ᐖ�
�

� �㞀ᐖࡿࡵ௚ཌ⏕ປാ┬௧࡛ᐃࡢࡑ
�

�

�㸺Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜つ๎�ཌ⏕ປാ┬௧�㸼�
�

⮬㛢⑕࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠊ⑕ೃ⩌ࡢࡑ௚ࡢᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࠊᏛ⩦㞀ᐖࠊὀពḞ㝗

ከືᛶ㞀ᐖࠊゝㄒࡢ㞀ᐖཬࡧ༠ㄪ㐠ືࡢ㞀ᐖࢆ㝖ࠊࡃ�
�

� ᚰ⌮ⓗⓎ㐩ࡢ㞀ᐖ㸦,&'ࡢ���)���)���� ͤ㸧�
�

� ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ�,&'ࡢ���)���)���� ͤ��
�

 

ͤ㸺ᩥ㒊⛉Ꮫ஦ົḟᐁ࣭ཌ⏕ປാ஦ົḟᐁ㏻▱㸼�

࠺ࡢࡢࡶࡿࡍ⌧Ⓨ࡚࠸࠾࡟㏻ᖖపᖺ㱋ࡀ≦⑕ࡢࡑ࡚ࡗ࠶㞀ᐖ࡛ࡢ⬟ᶵ⬻ࠊࡣ㞀ᐖࡿ࡞࡜㇟ᑐࡢἲࠕ

�F80-F89�㞀ᐖࡢᚰ⌮ⓗⓎ㐩ࠕࡿࡅ࠾࡟ᅜ㝿⤫ィศ㢮㸧ࡢ㛵㐃ಖ೺ၥ㢟ࡧ⑌⑓ཬ�ICD-10ࠊࡕ ཬࠖࠕࡧᑠ

ඣ㸺ඣ❺㸼ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡿࡍ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ�F90-F98�ࠖࡿࢀࡲྵ࡟㞀ᐖ࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶

࠸࠾࡟ሙྜ࠺కࢆ㞀ᐖࡢグୖࡀᚋ㑇⑕ࡢ㞀ᐖ⟶⾑⬻ࡸ⑌ᝈ⬻እയࡢ୰ᯡ⚄⤒⣔ࡢ࡝࡞ࢇ࠿ࢇ࡚࠾࡞

 ࠖࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ࡜㇟ᑐࡢἲࠊࡶ࡚
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�

㸦ᖹᡂ �� ᖺ �᭶ �᪥௜ �� ᩥ⛉ึ➨ �� ྕཌ⏕ປാ┬Ⓨ㞀➨ ������� ྕ�
ᩥ㒊⛉Ꮫ஦ົḟᐁ࣭ཌ⏕ປാ஦ົḟᐁ㏻▱㸧㸦ᢒ㸧�
�

Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲࡢ᪋⾜࡚࠸ࡘ࡟�

�

� Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ㸦ᖹᡂࠕ 16 ᖺἲᚊ➨ 167 ྕ㸧ࠖ㸦௨ୗࠕࠊἲࠖࠋ࠺࠸࡜㸧ࡣᖹᡂ 16 ᖺ 12 ᭶ 10 ᪥

Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜௧㸦ᖹᡂࠕࡁᇶ࡙࡟ἲࠊᮏ᪥ࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉබᕸ࡟ 17 ᖺᨻ௧➨ 150 ྕ㸧 㸦ࠖ௨ୗࠊ

Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜つ๎㸦ᖹᡂࠕࡁᇶ࡙࡟௧ࠊࡀ㸧ࠋ࠺࠸࡜௧ࠖࠕ 17 ᖺཌ⏕ປാ┬௧➨ 81 ྕ㸧 㸦ࠖ௨

ୗࠕࠊつ๎ࠖࠋ࠺࠸࡜㸧ࡀබᕸࡶࢀࡎ࠸ࠊࢀࡉᮏ᪥ࡽ࠿᪋⾜ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡿࢀࡉ�

� ἲࡢ㊃᪨ཬࡧᴫせࡣୗグࠊ࡛ࡢࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ⟶ୗ༊ᕷ⏫ᮧ࣭ᩍ⫱ጤဨ఍࣭㛵ಀᅋయ➼ࡢࡑ࡟࿘▱ᚭᗏ

�ࠋ࠸ࡓ࠸㓄ព㢪ࡈ࡟࠺ࡼ࠸࡞ࡢ㑇᠍࡟⏝㐠ࡢᮏἲࠊ࠸⾜ࢆ᥼ຓࡣຓゝཪࠊᣦᑟ࡞ᚲせࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿᅗࢆ

�  ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ▱㏵㏻ูࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟▱㛵ಀ㏻ࡿࢀࡉⓎฟ࡟ࡓ᪂࡚࠸ᇶ࡙࡟⾜᪋ࡢἲࠊ࠾࡞
�

グ�

➨㸯� ἲࡢ㊃᪨�

� Ⓨ㐩㞀ᐖࡢ⑕≧ࡢⓎ⌧ᚋࡅࡔࡿࡁ࡛ࠊ᪩ᮇ࡟Ⓨ㐩ᨭ᥼࡟≉ࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ㔜せ࡛ࠊࡳࡀࢇ࠿࡟࡜ࡇࡿ࠶

Ⓨ㐩㞀ᐖࢆ᪩ᮇ࡟ⓎぢࠊࡋⓎ㐩ᨭ᥼࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆ㛵ࡿࡍᅜཬࡧᆅ᪉බඹᅋయࡢ㈐ົ࡜࡜ࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ

ᣦࡢ࣮ࢱࣥࢭⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ࠊᨭ᥼ࡢᑵປࡢ⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࠊᨭ᥼ࡢ࡬⪅Ⓨ㐩㞀ᐖࡿࡅ࠾࡟⫱Ꮫᰯᩍࠊ࡟ࡶ

ᐃ➼࡚࠸ࡘ࡟ᐃࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡵⓎ㐩㞀ᐖ⪅ࡢ⮬❧ཬࡧ♫఍ཧຍ࡟㈨ࡢࡑ࠺ࡼࡿࡍ⏕ά඲⯡ࡿࡓࢃ࡟ᨭ

᥼ࢆᅗࡢ♴⚟ࡢࡑ࡚ࡗࡶࠊࡾቑ㐍࡟ᐤ୚ࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ࡜㸦ἲ➨ 1 ᮲㛵ಀ㸧�

�

➨㸰� ἲࡢᴫせ�

㸦1㸧ᐃ⩏࡚࠸ࡘ࡟�

ᗈࡢ௚ࡢࡑ⩌⑕ೃ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࠊ㛢⑕⮬ࠕ࡚࠸࠾࡟ἲ➨㸰᮲➨㸯㡯ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⩏ᐃࡢⓎ㐩㞀ᐖࠖࠕ  

ỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࠊᏛ⩦㞀ᐖࠊὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࡢࡑ௚࡟ࢀࡇ㢮ࡿࡍ⬻ᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ࡛ࡢࡑ࡚ࡗ࠶⑕≧ࡀ㏻

ᖖపᖺ㱋࡚࠸࠾࡟Ⓨ⌧࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍᨻ௧࡛ᐃࠊࡓࡲࠋ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜ࠖ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡵἲ➨㸰᮲➨

㸯㡯ࡢᨻ௧࡛ᐃࡿࡵ㞀ᐖࠊࡣ௧➨㸯᮲ࠕ࡚࠸࠾࡟⬻ᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ࡛ࡢࡑ࡚ࡗ࠶⑕≧ࡀ㏻ᖖపᖺ㱋࡚࠸࠾࡟

Ⓨ⌧ࠊࡕ࠺ࡢࡢࡶࡿࡍゝㄒࡢ㞀ᐖࠊ༠ㄪ㐠ືࡢ㞀ᐖࡢࡑ௚ཌ⏕ປാ┬௧࡛ᐃࡿࡵ㞀ᐖࠖࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜

ࠊ㸦⮬㛢⑕ࠊ㞀ᐖࡢ⥴᝟ࡧཬື⾜࡟ࡧ㞀ᐖ୪ࡢᚰ⌮ⓗⓎ㐩ࠕࡣ㞀ᐖࡿࡵつ๎࡛ᐃࡢ௧➨㸯᮲ࠊ࡟ࡽࡉࠋ࡜

༠ㄪ㐠ࡧ㞀ᐖཬࡢゝㄒࠊὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖࠊᏛ⩦㞀ᐖࠊᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࡢ௚ࡢࡑ⩌⑕ೃ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔

�࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜㸧ࡃ㝖ࢆ㞀ᐖࡢື

�

� ㏻ᖖపᖺࡀ≦⑕ࡢࡑ࡚ࡗ࠶㞀ᐖ࡛ࡢ⬟ᶵ⬻ࠊࡣ㞀ᐖࡿ࡞࡜㇟ᑐࡢἲࠊࡿࢀࡉ᝿ᐃࡾࡼ࡟つᐃࡢࡽࢀࡇ

㱋࡚࠸࠾࡟Ⓨ⌧ࠊࡕ࠺ࡢࡢࡶࡿࡍICD-10㸦⑌⑓ཬࡧ㛵㐃ಖ೺ၥ㢟ࡢᅜ㝿⤫ィศ㢮㸧ࠕࡿࡅ࠾࡟ᚰ⌮ⓗⓎ

㐩ࡢ㞀ᐖ㸦㹄80㸫㹄89㸧ࠖཬࠕࡧᑠඣ㸺ඣ❺㸼ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡿࡍ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ㸦㹄90
㸫㹄98㸧ࠖࡿࢀࡲྵ࡟㞀ᐖ࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶ 

࡛ࡢࡶ࠺కࢆ㞀ᐖࡢグୖࠊࡀᚋ㑇⑕ࡢ㞀ᐖ⟶⾑⬻ࡸእയ⬻ࠊ⑌ᝈࡢ୰ᯡ⚄⤒⣔ࡢ࡝࡞ࢇ࠿ࢇ࡚ࠊ࠾࡞

�㸦➨㸰᮲㛵ಀ㸧ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ࡜㇟ᑐࡢἲࠊࡶ࡚࠸࠾࡟ሙྜࡿ࠶

�

㸦௨ୗ␎㸧�
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�

㸦ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ � ᪥௜��� ᩥ⛉ึ኱ ��� ྕ�ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ

㛗ྠࠊ㧗➼ᩍ⫱ᒁ㛗ཬ࣭ࢶ࣮࣏ࢫྠࡧ㟷ᑡᖺᒁ㛗㏻▱㸧㸦ᢒ㸧�
�

Ⓨ㐩㞀ᐖࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐ➼ࡢ࡬ᨭ᥼࡚࠸ࡘ࡟�

�

�

� Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲࠖ㸦ᖹᡂࠕ 16 ᖺἲᚊ➨ 167 ྕ㸧ࠕࠊⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜௧ࠖ㸦ᖹᡂ 17 ᖺᨻ௧➨

150 ྕ㸧ཬࠕࡧⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲ᪋⾜つ๎ࠖ㸦ᖹᡂ 17 ᖺཌ⏕ປാ┬௧➨ 81 ྕ㸧ࡢ㊃᪨ཬࡧᴫせ࠸ࡘ࡟

㸦ᖹᡂ࡚ࠖ࠸ࡘ࡟⾜᪋ࡢⓎ㐩㞀ᐖ⪅ᨭ᥼ἲࠕࠊࡣ࡚ 17 ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥௜ᩥࡅ⛉ึ➨ 16 ྕ࣭ཌ⏕ປാ┬Ⓨ㞀

➨ 0401008 ྕ㸧ࠋࡓࡋࡲࡋࡏࡽ▱࠾࡚ࡗࡶࢆ�

� ᮏἲࡢ᪋⾜࡟కࠊ࠸ᩍ⫱ࡢ㒊ศࠊ࡚࠸ࡘ࡟␃ពࡁ࡭ࡍ஦㡯ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ୗグࠊ࡛ࡢࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ༑ศ࡟

ᚚ஢▱ࠊୖࡢ㐺ษ࡟ᑐฎୗ࠾࠺ࡼࡿࡉ㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸�

� Ꮫᰯࡢ⟶ᡤࠊ༊ᕷ⏫ᮧᩍ⫱ጤဨ఍ࡢᇦෆࠊࡣ࡚ࢀ࠿࠾࡟㒔㐨ᗓ┴ᩍ⫱ጤဨ఍ࡧ㒔㐨ᗓ┴▱஦ཬࠊࡓࡲ

�ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸㢪࠾࠺ࡼࡍࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡵດ࡟▱࿘ࡢ࡬

�

グ� � �

�

➨㸯 � Ⓨ㐩㞀ᐖ࡚࠸ࡘ࡟�

� 㸯 � ᑐ㇟ࡿ࡞࡜㞀ᐖ�

� ᮏἲࡿࡅ࠾࡟Ⓨ㐩㞀ᐖࠊࡣ࡜⬻ᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ࡛ࡢࡑ࡚ࡗ࠶⑕≧ࡀ㏻ᖖపᖺ㱋࡚࠸࠾࡟Ⓨ⌧࠺ࡢࡢࡶࡿࡍ

ᑠࠕࡧ㞀ᐖ㸦F80-89㸧ࠖཬࡢᚰ⌮ⓗⓎ㐩ࠕࡿࡅ࠾࡟ᅜ㝿⤫ィศ㢮㸧ࡢ㛵㐃ಖ೺ၥ㢟ࡧICD-10㸦⑌⑓ཬࠊࡕ

ඣࠑඣ❺ࠒᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡿࡍ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ㸦F90-98㸧ࠖࡿࢀࡲྵ࡟㞀ᐖ࡛ࡇࠊࡀࡿ࠶

࠸࡚ࡗ࡞࡜㇟ᑐࡢᣦᑟࡿࡼ࡟㏻⣭ࡣࡃࡋṦᏛ⣭ⱝ≉ࠊ㣴ㆤᏛᰯ࣭⫐࣭┣ࠊࡽ࠿ᚑ᮶ࠊ࡟ᇶᮏⓗࠊࡣࡽࢀ

ࠊᏛ⩦㞀ᐖ㸦LD㸧ࡿࡍᅾ⡠࡟Ꮫ⣭ࡢ㏻ᖖࡢ㸧ࠋ࠺࠸࡜ࠖ➼ᑠᏛᰯࠕ୰Ꮫᰯ㸦௨ୗࡧᑠᏛᰯཬࡣཪࠊࡢࡶࡿ

ὀពḞ㝗ከືᛶ㞀ᐖ㸦ADHD㸧ࠊ㧗ᶵ⬟⮬㛢⑕ཬ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔ࡧ⑕ೃ⩌㸦௨ୗࠕLD ඣࡢ㸧ࠋ࠺࠸࡜ࠖ➼

❺⏕ᚐ࡟ᑐࡿࡍᨭ᥼యไᩚഛࡢᑐ㇟ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜ �

 �

�

㸦௨ୗ␎㸧�

�
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 ,&'���㸦⑌⑓ཬࡧ㛵㐃ಖ೺ၥ㢟ࡢᅜ㝿⤫ィศ㢮㸧㸦ᢒ㸧�

�

 F80-F89 � ᚰ⌮ⓗⓎ㐩ࡢ㞀ᐖ�

 �

࣭F80 � ఍ヰཬࡧゝㄒࡢ≉␗ⓗⓎ㐩㞀ᐖ  

� � � � F80㸬0 � ≉␗ⓗ఍ヰᵓ㡢㞀ᐖ �

� ࣭F80㸬1 � ⾲ฟᛶゝㄒ㞀ᐖ �

� ࣭F80㸬2 � ཷᐜᛶゝㄒ㞀ᐖ �

� ࣭F80㸬3 � � ⑕ೃ⩌㹛࣮ࢼࣇࣞࢡ࣭࢘ࢻᚋኳᛶኻㄒ㸦⑕㸧㹙ࣛࣥ࠺కࢆࢇ࠿ࢇ࡚

� ࣭F80㸬8 � � Ⓨ㐩㞀ᐖࡢゝㄒࡧ఍ヰཬࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F80㸬9 � ఍ヰཬࡧゝㄒࡢⓎ㐩㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

 �

࣭F81 � Ꮫ⩦⬟ຊࡢ≉␗ⓗⓎ㐩㞀ᐖ �

� ࣭F81㸬0 � ≉␗ⓗㄞᏐ㞀ᐖ �

� ࣭F81㸬1 � ≉␗ⓗ᭩Ꮠ㞀ᐖ �

� ࣭F81㸬2 � ⟬ᩘ⬟ຊࡢ≉␗ⓗ㞀ᐖ �

� ࣭F81㸬3 � Ꮫ⩦⬟ຊࡢΰྜᛶ㞀ᐖ �

� ࣭F81㸬8 � � Ꮫ⩦⬟ຊⓎ㐩㞀ᐖࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F81㸬9 � Ꮫ⩦⬟ຊⓎ㐩㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

 �

࣭F82 � 㐠ືᶵ⬟ࡢ≉␗ⓗⓎ㐩㞀ᐖ �

࣭F83 � ΰྜᛶ≉␗ⓗⓎ㐩㞀ᐖ �

࣭F84 � ᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖ 

� � �   ࣭F84㸬0 � ⮬㛢⑕ �

� ࣭F84㸬1 � 㠀ᐃᆺ⮬㛢⑕ �

� ࣭F84㸬2 � � ⩌⑕ೃࢺࢵࣞ

� ࣭F84㸬3 � � ඣ❺!ᮇᔂቯᛶ㞀ᐖ�ᑠඣࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F84㸬4 � ▱ⓗ㞀ᐖࠑ⢭⚄㐜࡜ࠒ⁫ᖖྠ㐠ື࡟㛵㐃ࡓࡋ㐣ືᛶ㞀ᐖ �

� ࣭F84㸬5 � � ⩌⑕ೃ࣮࢞ࣝ࣌ࢫ࢔

� ࣭F84㸬8 � � ᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F84㸬9 � ᗈỗᛶⓎ㐩㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

࣭F88 � � ᚰ⌮ⓗⓎ㐩㞀ᐖࡢ௚ࡢࡑ

࣭F89 � ヲ⣽୙᫂ࡢᚰ⌮ⓗⓎ㐩㞀ᐖ �
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 F90-F98 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡿࡍ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ�

 

࣭F90 � ከືᛶ㞀ᐖ �

� ࣭F90㸬0 � άືᛶཬࡧὀពࡢ㞀ᐖ �

� ࣭F90㸬1 � ከືᛶ⾜Ⅽ㞀ᐖ �

� ࣭F90㸬8 � � ከືᛶ㞀ᐖࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F90㸬9 � ከືᛶ㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

 ࣭F91 � ⾜Ⅽ㞀ᐖ �

� ࣭F91㸬0 � ᐙᗞ㝈ᒁᛶ⾜Ⅽ㞀ᐖ �

� ࣭F91㸬1 � 㠀♫఍໬ᆺ�ࣉ࣮ࣝࢢ໬࠸࡞ࢀࡉ!⾜Ⅽ㞀ᐖ �

� ࣭F91㸬2 � ♫఍໬ᆺ�ࣉ࣮ࣝࢢ໬ࡓࢀࡉ!⾜Ⅽ㞀ᐖ �

� ࣭F91㸬3 � ཯ᢠᣮᡓᛶ㞀ᐖ �

� ࣭F91㸬8 � � Ⅽ㞀ᐖ⾜ࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F91㸬9 � ⾜Ⅽ㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

࣭F92 � ⾜Ⅽཬࡧ᝟⥴ࡢΰྜᛶ㞀ᐖ �

� ࣭F92㸬0 � ᢚࡘ࠺ᛶ⾜Ⅽ㞀ᐖ �

� ࣭F92㸬8 � � ΰྜᛶ㞀ᐖࡢ⥴᝟ࡧⅭཬ⾜ࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F92㸬9 � ⾜Ⅽཬࡧ᝟⥴ࡢΰྜᛶ㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

࣭F93 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇ࡟≉␗ⓗ࡟Ⓨ⑕ࡿࡍ᝟⥴㞀ᐖ �

� ࣭F93㸬0 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢศ㞳୙Ᏻ㞀ᐖ �

� ࣭F93㸬1 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢᜍᛧ⑕ᛶ୙Ᏻ㞀ᐖ �

� ࣭F93㸬2 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢ♫஺୙Ᏻ㞀ᐖ �

� ࣭F93㸬3 � ྠ⬊ᢠத㞀ᐖ �

� ࣭F93㸬8 � � ᝟⥴㞀ᐖࡢඣ❺!ᮇ�ᑠඣࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F93㸬9 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢ᝟⥴㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

࣭F94 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟≉␗ⓗ࡟Ⓨ⑕ࡿࡍ♫఍ⓗᶵ⬟ࡢ㞀ᐖ �

� ࣭F94㸬0 � 㑅ᢥ㸦ᛶ㸧ࢇ࠿�⦗!㯲 �

� ࣭F94㸬1 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢ཯ᛂᛶឡ╔㞀ᐖ �

� ࣭F94㸬2 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢ⬺ᢚไᛶឡ╔㞀ᐖ �

� ࣭F94㸬8 � � 㞀ᐖࡢ⬟఍ⓗᶵ♫ࡢඣ❺!ᮇ�ᑠඣࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F94㸬9 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢ♫఍ⓗᶵ⬟ࡢ㞀ᐖࠊヲ⣽୙᫂ �

࣭F95 � � 㞀ᐖࢡࢵࢳ

� ࣭F95㸬0 � ୍㐣ᛶࢡࢵࢳ㞀ᐖ �

� ࣭F95㸬1 � ៏ᛶ㐠ືᛶཪࡣ㡢ኌᛶࢡࢵࢳ㞀ᐖ �
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�  ࣭F95㸬2   㡢ኌᛶཬࡧከⓎ㐠ືᛶࡢ୧⪅ࢡࢵࢳࡴྵࢆ㞀ᐖ㹙ࢺࢵ࣮ࣞࢗࢺࣛࢗࢻ⑕ೃ⩌㹛 �

� ࣭F95㸬8 � � 㞀ᐖࢡࢵࢳࡢ௚ࡢࡑ

� ࣭F95㸬9 � � ヲ⣽୙᫂ࠊ㞀ᐖࢡࢵࢳ

࣭F98 � ᑠඣ�ඣ❺!ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡢࡑࡿࡍ௚ࡢ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ �

� ࣭F98㸬0 � 㠀ჾ㉁ᛶ㑇ᒀ㸦⑕㸧 �

� ࣭F98㸬1 � 㠀ჾ㉁ᛶ㑇⣅㸦⑕㸧 �

� ࣭F98㸬2 � ஙᗂඣᮇཬࡧᑠඣ�ඣ❺!ᮇ့ࡢ⫱㞀ᐖ �

� ࣭F98㸬3 � ஙᗂඣᮇཬࡧᑠඣ�ඣ❺!ᮇࡢ␗㣗㸦⑕㸧 �

� ࣭F98㸬4 � ᖖྠᛶ㐠ື㞀ᐖ �

� ࣭F98㸬5 � ྚ㡢⑕ �

� ࣭F98㸬6 � ᪩ཱྀ�஘㞧!ゝㄒ⑕  

࣭F98㸬8   ᑠඣ�ඣ❺!ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡢࡑࡿࡍ௚ࡓࢀࡉ♧᫂ࡢ⾜ືཬࡧ 

            ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ  

� ࣭F98㸬9�  ᑠඣ�ඣ❺!ᮇཬࡧ㟷ᖺᮇ࡟㏻ᖖⓎ⑕ࡿࡍヲ⣽୙᫂ࡢ⾜ືཬࡧ᝟⥴ࡢ㞀ᐖ �
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㸳� ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ࡿࡅ࠾࡟ ,&) ཬࡧ ,&)�&< ά⏝࡟㛵ࡿ࠶ࡃࡼࡿࡍ㉁ၥ࠼⟆࡜�$4(��

㸦⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ྜ◊✲ᡤ࣮࣒࣮࣍࣌ࡾࡼࢪ㸧�

�

㸯� ,&) ཬࡧ ,&)�&< �࡚࠸ࡘ࡟ࡢࡶࡢࡑ

㸦㸯㸧≉ูᨭ᥼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢゎㄝ᭩࡚࠸ࡘ࡟ࠖ(&,ࠕ࡟㏙ࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽ࡭ᇶᮏⓗࢁࡇ࡜࡞

�ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᩍࠋࢇࡏࡲࡾ࠿ศࡀ

�

� � ,&) �ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉㄝ᫂࡟࠺ࡼࡢḟࡣ୰࡛ࡢ㸦������㸧⏦⟆ࡢ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍࡚࠸ࡘ࡟

QWHUQDWLRQDO�&ODVVLILFDWLRQ�RI�)XQFWLRQLQJ��'LVDELOLW\�DQG�+HDOWK,ࠕ� άᶵ⏕ࡢே㛫ࠋ␎ࡢ

ࠊ㌟యᵓ㐀ࠊ⬟ᚰ㌟ᶵࠊ೺ᗣ≧ែࠊࡾ࠶ศ㢮࡛ࡓࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍグ㏙ࢆἣ≦ࡿࡍ㛵࡟㞀ᐖ࡜⬟

άື࡜ཧຍࠊ⎔ቃᅉᏊࠊಶேᅉᏊࡽ࠿ᵓᡂࠋࡿࢀࡉ���� ᖺ࡟ :+2㸦ୡ⏺ಖ೺ᶵ㛵㸧࡚࠸࠾࡟᥇ᢥࡉ

ࠋࠖࡓࢀ �

,&) ��ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ࡜ᅜ㝿⏕άᶵ⬟ศ㢮ࠖࠕࡣ᪥ᮏㄒヂ࡛ࠊࡣ�� ᖺ࡟ ,&'㸦ᅜ㝿⑌⑓ศ㢮㸧ࡢ⿵

ຓศ㢮࡚ࡋ࡜ㄌ⏕ࡓࡋ ,&,'+㸦,QWHUQDWLRQDO�&ODVVLILFDWLRQ�RI�,PSDLUPHQW�'LVDELOLWLHV�DQG�

+DQGLFDSVࠊᅜ㝿㞀ᐖศ㢮㸧ࡢᨵᐃ∧࡛ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡍ᪥ᮏㄒ∧ࡢ๪㢟ࠕࡣ࡟ᅜ㝿㞀ᐖศ㢮ᨵᐃ∧ࠖ

ࡓࡋ࡜㇟ᑐࢆேࡢ඲࡚ࠊࡓࡵྵࡶࡶ࡝Ꮚ࠸࡞ࡢ㞀ᐖࠊࡿࡍᅾ⡠࡟㏻ᖖᏛ⣭ࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽࡅ௜࡜

�ࠋࡍ࡛ࡢࡶ

� ≉ูᨭ᥼Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝ⮬❧άື⦅࡛ࠊࡣḟࡢᅗࡀᘬ⏝ࠊࢀࡉㄝ᫂ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ�

�

�

�
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,&) ᚰ㌟ᶵ⬟࣭㌟యᵓ㐀ࠕࡢ➼どぬ࣭⫈ぬࡸ⬟⢭⚄ᶵࢆ⬟άᶵ⏕ࡢ�ேࠊࡾ࠾࡜ࡿ࠶࡟ᅗࠊࡣ࡛ 㸪ࠖ

Ṍ⾜ࡸ᪥ᖖ⏕άືస➼ࠕࡢάື 㸪ࠖᆅᇦάືࠕࡢ࡝࡞ཧຍࠖࡢࡘ୕ࡢḟඖ࡛ᤊ࡜ࡽࢀࡑ࡟ࡽࡉࠊ࠼೺

ᗣ≧ែࡸ⎔ቃᅉᏊཬࡧಶேᅉᏊࡀ஫࡟࠸ᙳ㡪࡜ࡿ࠸࡚ࡗྜࡋᤊࠋࡍࡲ࠸࡚࠼�

�ࠋࡍ࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣព࿡ࡢㄒ⏝ࡢࢀࡒࢀࡑ

ᚰ㌟ᶵ⬟㸦㌟య⣔ࡢ⏕⌮ⓗᶵ⬟㸦ᚰ⌮ⓗᶵ⬟ࡴྵࢆ㸧㸧�

㌟యᵓ㐀㸦ჾᐁࠊ⫥యࡢࡑ࡜ᵓᡂ㒊ศࠊࡢ࡝࡞㌟యࡢゎ๗Ꮫⓗ㒊ศ㸧�

άື�㸦ㄢ㢟ࡸ⾜Ⅽࡢಶேࡿࡼ࡟㐙⾜㸧�

ཧຍ㸦⏕ά࣭ே⏕ሙ㠃ࡢ࡬㛵ࡾࢃ㸧�

೺ᗣ≧ែ㸦ኚㄪࡸ⑓Ẽ㸧�

⎔ቃᅉᏊ㸦ேࡀࠎ⏕άࠊࡋே⏕ࢆ㏦ࡿ࠸࡚ࡗ≀ⓗ࣭♫఍ⓗ࣭ែᗘⓗ⎔ቃ㸦࣐ࢫࢼ࢖㸦㜼ᐖᅉᏊ㸧ࡔ

�㸧ࡿ࠺ࡾ࡞ࡶ࡟㸦ಁ㐍ᅉᏊ㸧ࢫࣛࣉࡃ࡞࡛ࡅ

ಶேᅉᏊ㸦ಶேࡢே⏕ࡸ⏕ά࡞ู≉ࡢ⫼ᬒ㸧�

� 㸧ࠖࡴྵࢆᶵ⬟㞀ᐖ㸦ᵓ㐀㞀ᐖࠕࡓࡋᑐᛂ࡟ḟඖࡢࡘ୕ ᴫᛕࡓࡋໟᣓࢆ�ཧຍไ⣙ࠖࠕάືไ㝈࣭ࠖࠕ࣭

ࡀ ,&) 㞀ᐖ㸦GLVDELOLW\㸧ࠖࠕࡢ࡛ �ࠋࡍࡲࡾ࡞࡜

(&,ࠊ࡟㝿ࡿ࠼ᤊࢆᅔ㞴ࠖࡢάୖ⏕ࡣᏛ⩦ୖཪࡿࡼ࡟㞀ᐖࠕࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡣ୰࡛ࡢゎㄝ᭩ྠࠊ࠾࡞

�ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽ࡭㏙࡚࠸ࡘ࡟ᚲせᛶࡿࡏࡉ㛵㐃࡜᪉࠼⪄࡞࠺ࡼࡢࡇࡢ

�

㸦㸰㸧,&) ࡃࡼࠊ㝿ࡿࢀࡽ࡭㏙࡚࠸ࡘ࡟ ,&,'+ (&,ࠋࡍࡲࡋⓏሙࡀࡢࡶ࠺࠸࡜ ��㸽࠿ࡍ࡛ࡢ࠺㐪࠺࡝ࡣ࡜

� �

㸯Ⅼ┠ᩥࠊࡣᏐ㏻ࠕࡾ㞀ᐖࠖࠕ࡜⏕άᶵ⬟ࠖࡢ㐪࡜ࡿ࠶ࡀ࠸ᛮࠋࡍࡲ࠸,&,'+ Ṍ⾜⬟ຊపୗࠖࠕࡣ

(&,ࠊࡋᑐ࡟ࡢࡓࡗࡔศ㢮ࡓ࠸⏝ࢆㄒ⏝ࡍ࡞ࢆព࿡ࡢࢫࢼ࢖࣐࡞࠺ࡼࡢ ୰❧ⓗ࡞࠺ࡼࡢࠖ⾜Ṍࠕࡣ

�ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿ࠼ࡽ࡜࡚ࡋ࡜㞀ᐖࢆࡉࡋ㞴ࡢࡽࢀࡑ࡛ୖࡢࡑࠊ࠸⏝ࢆㄒ⏝࡞

㸰Ⅼ┠ࠊࡣ㞀ᐖ࠼ࡽ࡜ࡢ᪉ࡢ㐪࡜ࡿ࠶ࡀ࠸ᛮࠋࡍࡲ࠸,&,'+ ᶵ⬟㞀ᐖ㸦ᙧែࠕࢆᵓ㐀ࡢ㞀ᐖࠊࡣ

␗ᖖࡴྵࢆ㸧ࠖࠕࠊ⬟ຊపୗ ⑌⑓Ѝᶵ⬟㞀ᐖ㸦ᙧែ␗ᖖࠕࠊ࠼ࡽ࡜ഃ㠃࡛ࡢ㈇࠺࠸࡜఍ⓗ୙฼ࠖ♫ࠕࠊࠖ

ࡋࡲࡋ♧ࢆࣝࢹᴫᛕࣔࡢ᪉ྥᛶ୍ࡢ⤖ㅖᖐࡢࡽ࠿⑌⑓ࠊ࠺࠸࡜㸧Ѝ⬟ຊపୗЍ♫఍ⓗ୙฼ࠖࡴྵࢆ

(&,ࠊ᪉୍ࠋࡓ ೺ᗣ≧ែࠕࡾ࠾࡜ࡓ࡭㸯࡛ࠖ㏙ࠕࡣ ᚰ㌟ᶵ⬟࣭㌟యᵓ㐀ࠕࠊࠖ άືࠕࠊࠖ ཧຍࠕࠊࠖ ಶࠕࠊࠖ

ேᅉᏊ ࡚ࡗྜࡋᙳ㡪࡟஫┦ࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡾࡀ࡞ࡘ༳࡛▮ࡢ཮᪉ྥᛶࡀᵓᡂせ⣲ྛࡢቃᅉᏊࠖ⎔ࠕࠊࠖ
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印刷／株式会社よごえい印刷

古紙パルプ配合率 70％再生紙を
使用しています

石油系溶剤を含まないインキを使用しています。








